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９
月
７
日
、
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
で
の
国

際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
総

会
に
お
い
て
、
２
０

２
０
年
の
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都

市
に
、
東
京
が
選
ば

れ
た
。
各
メ
デ
ィ
ア

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
、
今
東
京
は
７
年
後
の
開

催
に
向
け
て
五
輪
で
彩
ら
れ

て
い
る
▼
日
本
で
の
夏
季
五

輪
は
、
前
東
京
五
輪
以
来
で

あ
る
。
敗
戦
か
ら
未
曾
有
の

復
興
を
遂
げ
た
日
本
を
世
界

に
披
露
し
た
１
９
６
４
年
の

前
東
京
五
輪
は
、
会
場
施
設

の
み
な
ら
ず
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
が
注
目

さ
れ
た
。
東
海
道
新
幹
線
や

首
都
高
速
道
路
の
開
通
は
有

名
で
あ
る
▼
東
京
五
輪
に
つ

い
て
は
幻
の
１
９
４
０
年
大

会
が
あ
る
。
ロ
ー
マ
、
ヘ
ル

シ
ン
キ
を
お
さ
え
、
開
催
権

を
得
た
も
の
の
、
当
時
の
国

際
状
況
か
ら
国
内
外
の
批
判

を
受
け
、
開
催
を
取
り
下
げ

る
結
果
と
な
る
。
歴
史
に

「
も
し
も
」
は
存
在
し
な
い

が
、
こ
の
大
会
が
開
催
さ
れ

た
な
ら
帝
都
東
京
は
ど
の
よ

う
な
五
輪
都
市
に
な
っ
た
の

か
、
興
味
は
尽
き
な
い
▼
７

年
後
の
東
京
は
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
世

界
か
ら
注
目
さ
れ
、
多
く
の

選
手
が
来
日
す
る
。
メ
イ
ン

会
場
を
は
じ
め
、
施
設
設
備

の
拡
充
か
ら
新
東
京
の
誕
生

が
待
ち
望
ま
れ
る
▼
そ
し
て

何
よ
り
も
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
の
競
技
は
、
世
界
中
に
大

き
な
感
動
を
与
え
る
。
し
か

し
五
輪
の
歴
史
も
、
国
際
問

題
か
ら
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
受
け

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
健

全
な
ス
ポ
ー
ツ
に
、
国
家
間

の
思
惑
が
絡
む
の
は
い
か
が

な
も
の
か
▼
五
輪
が
無
事
に

開
催
さ
れ
、
東
京
か
ら
数
々

の
感
動
が
世
界
に
発
信
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

９月平成25年

祭
　
儀

▽
月
次
祭

　
10
月
１
日（
火
）

　
午
前
10
時
　
神
殿

氣
多
の
村

　
若
葉
く
ろ
ず
む
時
に
來
て
、

　
　
　
遠
海
原
の
　
音
を

　
　
　
　
聴
き
を
り

　
　
　
　
　（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」）

�

釈
　
迢
空

「
氣
多
は
ふ
り
の
家
」

ダウンロードと使い方

スマホをかざすと学報が動く!

❶ �iPhoneは「App Store」、Android端末は
「Google Play」を開き「検索」をタップ。
❷ �検索窓に「かざすンAR」と入力し検索。
❸ �検索結果から「かざすンAR」を選択します。
❹ � 《iPhone》「無料」ボタンを押すと「イ

ンストール」と表示され、インストールボ
タンをタップするとパスワード入力画面が
表示されます。ご自分の「Apple ID」とパ
スワードを入力し「OK」ボタンを押すと、自
動的にインストールされます。

　 � 《Android》「インストール」ボタンを
タップするとダウンロードが始まり「インス
トール済み」と表示されると完了です。
❺ �位置情報を利用しますか？と表示される

ので「OK」ボタンを押します。数秒立っ
てカメラモードになり、画像を読み取れる
ようになります。

アプリをダウンロード（無料）

◇�iOS４以上を搭載したiPhone、iPad
およびAndroid OS2.2以上を搭載した
Androidに対応しています（一部対応
していない端末もあります）。

◇�ダウンロードは無料ですが、通信に費
用がかかる場合があります。

◇�通信環境によって、写真にかざした
後、コンテンツが再生されるまで時間
がかかる場合があります。

ご 利 用 端 末 に つ い て

QRコードを読み込める機種では
右のQRコードからかざすンARの
無料アプリを入手できます。

左のマークが付いた写真などに
スマホをかざしてみましょう

　
羽
咋
市
寺
家
町
に
あ
る
折
口

信
夫
の
養
子
・
春
洋
（
本
学
元

教
授
）
の
生
家
「
藤
井
家
」
で

は
、
２
日
に
前
夜
祭
が
、
３
日

に
60
年
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
斎

主
は
折
口
博
士
の
弟
子
で
も
あ

る
岡
野
弘
彦
本
学
名
誉
教
授
が

務
め
、
遺
族
や
地
元
の
関
係

者
、
本
学
関
係
者
と
卒
業
生
、

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
な

ど
約
50
人
が
参
列
し
た
。

　
午
後
６
時
か
ら
執
り
行
わ
れ

た
前
夜
祭
で
は
、
冒
頭
、
斎
主

の
岡
野
名
誉
教
授
が
あ
い
さ
つ

し
、「
60
年
の
月
日
が
経
ち
、

先
生
の
魂
は
穏
や
か
に
我
々
を

見
守
っ
て
い
る
と
思
う
」
と
節

目
の
年
を
迎
え
た
今
の
思
い
な

ど
を
語
っ
た
。
前
夜
祭
は
、
折

口
信
夫
・
春
洋
父
子
の
御
霊
を

迎
え
、
１
時
間
ほ
ど
で
「
中
立

ち
」
と
な
っ
た
。

　
翌
朝
営
ま
れ
た
年
祭
で
は
、

岡
野
名
誉
教
授
が
祭
詞
を
読
み

上
げ
、
折
口
信
夫
・
春
洋
父
子

の
御
霊
に
語
り
か
け
た
。
続
い

て
、
参
列
者
全
員
で
折
口
博
士

と
藤
井
春
洋
が
残
し
た
各
１
首

の
和
歌
を
献
詠
、
斎
主
ら
が
玉

串
を
捧
げ
、
拝
礼
し
、
年
祭
は

終
了
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
列
者
は
寺
家
町

内
に
あ
る
「
折
口
信
夫
父
子
の

墓
」
に
タ
ブ
の
小
枝
を
手
向
け

て
参
拝
。
父
子
の
墓
に
は
、
硫

黄
島
で
没
し
た
折
口
春
洋
を
嘆

き
、
墓
誌
に
は
自
ら
筆
を
取
っ

て
、「
も
っ
と
も
苦
し
き
　
た

た
か
ひ
に
　
最
く
る
し
み
　
死

に
た
る
　
む
か
し
の
陸
軍
中
尉

　
折
口
春
洋
　
な
ら
び
に
そ
の

　
父
　
信
夫
の
墓
」
と
記
し
て

い
る
。
墓
前
で
、
岡
野
名
誉
教

授
が
、
折
口
信
夫
の
詩
「
き
ず

つ
け
ず
あ
れ
」
を
朗
読
し
た

後
、
参
列
者
全
員
で
手
を
合
わ

せ
た
。

　
今
年
は
、
本
学
元
教
授
で
国
文
学
者
・
民
俗
学
者
で
あ
る
折
口
信
夫
博
士
が
、
昭
和
28
年
９

月
３
日
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
60
年
の
節
目
の
年
と
な
る
。
石
川
県
羽
咋
市
の
藤
井
家
で
は
、
９

月
３
日
に
「
60
年
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
本
学
や
羽
咋
市
で
は
記
念
の
展
示
会
や
講

演
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
故
加
藤
克
巳
氏
の

子
息
・
加
藤
正
芳
氏
か
ら
、
克

巳
氏
（
昭
13
卒
・
46
期
学
国

文
）
が
本
学
在
学
中
に
筆
記
し

た
受
講
ノ
ー
ト
35
冊
、
卒
業
論

文
「
短
歌
形
式
成
立
に
関
す
る

研
究
」、
釋
迢
空
歌
集
『
春
の

こ
と
ぶ
れ
』、
小
説
『
死
者
の

書
』、
武
田
祐
吉
著
『
国
文
学

研
究
　
神
祇
文
学
篇
』
な
ど
の

書
籍
40
冊
な
ど
、
合
計
約
90
点

が
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所

に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
加
藤
克
巳
氏
は
、
大
正
４
年

京
都
府
綾
部
市
に
生
ま
れ
、
昭

和
８
年
４
月
に
国
学
院
大
学
予

科
へ
入
学
、
同
10
年
４
月
に
は

学
部
国
文
学
科
へ
進
学
。
卒
業

論
文
の
審
査
は
武
田
祐
吉
、
折

口
信
夫
だ
っ
た
。
中
学
時
代
か

ら
作
歌
を
始
め
、
木
下
利
玄
の

作
風
に
影
響
を
受
け
た
と
い

う
。
加
藤
氏
の
ノ
ー
ト
に
は
迢

空
の
『
春
の
こ
と
ぶ
れ
』
を
書

き
写
し
た
も
の
が
あ
り
、
迢
空

の
短
歌
に
も
強
い
関
心
を
も
っ

て
い
た
の
が
わ
か
る
。

　
受
講
ノ
ー
ト
は
折
口
信
夫
の

民
俗
学
や
国
文
学
史
、武
田
祐

吉
の
万
葉
集
、日
本
書
紀
、大

鏡
、竹
取
物
語
、金
田
一
京
助
の

国
語
学
の
ほ
か
、鳥
野
幸
次
の

和
歌
史
、小
柳
司
気
太
の
日
本

漢
文
学
史
、筧
克
彦
の
神
道
概

論
な
ど
、予
科
な
ら
び
に
学
部

で
の
講
義
内
容
が
丹
念
に
筆
記

さ
れ
て
い
る
。折
口
信
夫
の
講

義
は
受
講
ノ
ー
ト
を
も
と
に
し

た『
折
口
信
夫
全
集
ノ
ー
ト
篇
』

全
18
巻
が
あ
る
が
、同
時
代
の
、

し
か
も
複
数
の
教
員
の
受
講
ノ

ー
ト
が
寄
贈
さ
れ
た
の
は
初
め

て
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

　
加
藤
克
巳
氏
は
卒
業
前
の
昭

和
12
年
に
第
一
歌
集
『
螺
旋
階

段
』
を
出
し
、『
球
体
』（
昭
和
44

年
）
で
第
４
回
釈
迢
空
賞
、

『
加
藤
克
巳
全
歌
集
』（
昭
和

60
年
）
で
第
９
回
現
代
短
歌
大

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
昭
和
31

年
に
は
現
代
歌
人
協
会
の
結
成

に
か
か
わ
り
、
没
年
ま
で
役
員

を
続
け
た
。
ま
た
、
昭
和
28
年

に
は
短
歌
結
社
「
近
代
」
を
設

立
し
、
38
年
に
は
同
会
を
「
個

性
」
に
改
め
て
最
期
ま
で
指
導

を
続
け
て
い
る
。
評
論
・
随
筆

も
多
く
、『
鑑
賞
　
釈
迢
空
の
秀

歌
』『
現
代
短
歌
史
』
な
ど
も
あ

る
。
昭
和
33
年
度
に
は
本
学
兼

任
講
師
も
務
め
て
い
る
。
作
歌

や
評
論
活
動
を
続
け
ら
れ
る
な

か
、
平
成
22
年
５
月
16
日
に
95

歳
で
逝
去
さ
れ
た
。

　
加
藤
氏
か
ら
の
受
講
ノ
ー
ト

な
ど
の
寄
贈
は
本
学
文
学
部
の

高
橋
大
助
教
授
の
仲
介
に
拠
っ

て
い
る
。
な
お
、
故
加
藤
克
巳

ノ
ー
ト
は
、
本
学
博
物
館
で
開

催
の
「
没
後
60
年
記
念
展
　
折

口
信
夫
・
釋
迢
空
│
情
念
の
伝

達
」（
右
記
事
参
照
）
で
も
一

部
を
展
示
す
る
。

 

（
文
学
部
教
授
　
小
川
直
之
）

故加藤克巳氏の受講ノート、
卒業論文など約90点が寄贈

寄
贈
さ
れ
た
受
講
ノ
ー
ト（
一
部
）

故加藤克巳氏（昭和59年撮影）

今
も
問
い
か
け
る
折
口
学

�

折
口
信
夫
博
士
没
後
60
年

羽
咋
市
で
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
も

　
羽
咋
市
で
は
、
折
口
没
後
60

年
記
念
の
講
演
会
や
企
画
展
を

開
催
。
同
市
ゆ
か
り
の
折
口
父

子
を
紹
介
し
た
。

　
羽
咋
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で

は
、
８
月
１
日
か
ら
９
月
16
日

（
月
・
祝
）
ま
で
「
羽
咋
に
眠

る
ま
れ
び
と
折
口
信
夫
」
と
題

し
た
記
念
展
を
開
催
。
本
学
折

口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
や
藤

井
家
が
所
蔵
す
る
折
口
父
子
が

遺
し
た
墨
跡
な
ど
貴
重
な
資
料

を
展
示
し
た
。

　
そ
の
他
、
折
口
信
夫
没
後
60

年
記
念
講
演
会
と
講
座
（
羽
咋

市
・
羽
咋
市
教
育
委
員
会
・
折

口
父
子
記
念
会
主
催
）
を
９
月

１
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て

コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
を
会
場
に

開
催
し
た
。
１
日
は
、
作
家
の

嵐
山
光
三
郎
氏
が
「
折
口
信
夫

と
藤
井
春
洋
〜
春
洋
、
硫
黄
島

か
ら
の
手
紙
〜
」
と
題
し
て
講

演
。
翌
２
日
の
市
民
講
座
で

は
、
小
川
直
之
文
学
部
教
授
が

「
折
口
信
夫
の
常
世
論
」
を
講

義
し
た
。
小
川
教
授
は
、
始
め

に
万
葉
集
に
詠
わ
れ
た
「
常

世
」
に
つ
い
て
解
説
。
そ
の
う

え
で
、
折
口
信
夫
が
記
し
た
２

本
の
論
文
の
一
部
か
ら
、
折
口

自
身
が
考
え
た
「
常
世
」
の
概

念
が
、
大
正
12
年
に
調
査
で
沖

縄
を
訪
れ
た
こ
と
を
境
に
し
て

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。
最
後
に
小
川
教
授
は
、

「
常
世
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
、「
今
を
生
き
る
人
間
の

価
値
観
や
世
界
観
へ
の
問
い
か

け
で
も
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　
最
終
日
３
日
の
講
演
は
、
年

祭
の
斎
主
を
務
め
た
ば
か
り
の

岡
野
名
誉
教
授
が
、
約
１
時
間

半
に
わ
た
っ
て
「
折
口
信
夫
の

話
（
四
）
」
と
題
し
て
講
演
。

岡
野
名
誉
教
授
の
実
家
の
神
社

の
御
祭
神
に
ま
つ
わ
る
話
を
、

古
事
記
の
一
節
や
学
生
時
代
の

折
口
信
夫
の
逸
話
を
交
え
て
語

り
、「
折
口
信
夫
は
心
の
真
実

を
追
求
す
る
こ
と
に
若
い
こ
ろ

か
ら
情
熱
を
燃
や
し
て
い
た
」

と
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　国学院雑誌10月号では、「折口学の可能性を拓く」と題
した特集を企画。本学の学統ともいえる「折口学」に焦点
をあてる。また、近年、本学で研究が行われている折口博
士の講義の受講ノートに関する資料紹介も掲載する。10月
下旬刊行予定。国学院雑誌に関する問い合わせは、広報課
まで（☎03・5466・0130）。

祭詞を奏上する岡野名誉教授（羽咋市の藤井家で）

故
折
口
信
夫
博
士

　
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
国
学

院
大
学
博
物
館
で
は
、
９
月

22
日
（
日
）
か
ら
10
月
27
日

（
日
）
ま
で
企
画
展
「
没
後
60

年
記
念
展 

折
口
信
夫
・
釋
迢

空
―
情
念
の
伝
達
」
を
開
催
す

る
。
入
場
は
無
料
。
折
口
博
士

記
念
古
代
研
究
所
が
所
蔵
す
る

折
口
博
士
自
筆
の
羽
織
裏
地
や

皿
の
歌
墨
、
自
作
歌
帖
「
鶴

亀
帖
」、
戯
画
集
「
菊
石
帖
」

な
ど
が
今
回
初
め
て
公
開
さ
れ

る
。
ま
た
、
会
期
中
に
、
小
川

教
授
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト

ー
ク
を
開
催
予
定
。
第
１
回
が

10
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時

か
ら
、
第
２
回
が
10
月
26
日

（
土
）
午
後
４
時
か
ら
、
い
ず

れ
も
１
時
間
の
予
定
。

国
学
院
大
学
博
物
館
で
も

折
口
博
士
没
後
60
年
記
念
展
を
開
催

国学院雑誌10月号は折口学特集
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岩
手
県
紫
波
町
で
、
学
生
ら

が
間
伐
体
験
な
ど
を
通
じ
て
地

域
住
民
と
交
流
を
図
る
「
国
学

院
大
学
里
山
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
、
活
動
開
始
か
ら
10

年
目
を
迎
え
た
。
今
年
は
、
楠

原
彰
名
誉
教
授
、
柿
沼
秀
雄
文

学
部
教
授
と
学
生
ら
が
７
月
31

日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
同
町
を

訪
問
。
里
山
で
の
間
伐
体
験
に

加
え
て
、
10
周
年
記
念
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
っ
た
。

　

本
学
考
古
学
研
究
室
が
毎
年

行
っ
て
い
る
考
古
学
実
習
が
、

８
月
３
日
か
ら
10
日
間
の
日
程

で
、
長
野
県
安
曇
野
市
の
国
営

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
（
堀

金
・
穂
高
地
区
）
で
実
施
さ
れ

た
。

　

実
習
対
象
は
公
園
内
に
あ
る

穂
高
古
墳
群
Ｆ
９
号
墳
。
こ
の

　

国
学
院
大
学
哲
学
会
は
、
７

月
27
日
午
後
３
時
30
分
か
ら
、

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
２
０
周
年

記
念
１
号
館
１
４
０
２
教
室

で
、
第
28
回
総
会
を
開
催
し

た
。

　

同
会
で
は
、
平
成
24
年
度
の

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
平
成
25
年
度

の
予
算
案
、
役
員
改
選
に
関
す

る
承
認
が
な
さ
れ
た
。
そ
の

　国学院大学
は、学位申請
のあった伊藤
高雄氏に対
し、審査の結
果、学位を授
与することを
決定した。授与式は７月24日午後
４時から渋谷キャンパス若木タワ
ー法人会議室で行われ、伊藤氏に
赤井益久学長から学位記が贈られ
た。
　学位申請論文は、「言語伝承文
化論」。主査は、小川直之本学文
学部教授。副査は、辰巳正明同教
授、新谷尚紀同教授。
　同氏の審査論文は、折口信夫や
柳田國男による言語伝承論、伝承
語の研究などを踏まえつつ自らの
実地調査の成果も含めて、日本に
おける言語伝承の実相と、その特
質を民俗学的に明らかにしようと
したもの。記載文芸と口承として
の言語伝承を積極的に関連づけな
がら、言語伝承文化の実相と通時
代性の一面を明らかにした点が評
価された。
　伊藤氏は、昭和33年生まれ。昭
和56年本学文学部文学科卒業。58
年同大学院文学研究科博士課程前
期日本文学専攻修了。61年同大学
院文学研究科博士課程後期日本文
学専攻単位修得満期退学。
　現在、本学兼任講師、国学院大
学栃木短期大学非常勤講師、武蔵
野大学非常勤講師、横浜国立大学
などで非常勤講師を務める。

伊藤氏に
学位記を授与

３人が佳作に、入選はなし
国学院雑誌学生懸賞論文

　

平
成
24
年
度
の
国
学
院
雑
誌
学
生
懸
賞
論

文
（
平
成
25
年
３
月
末
締
切
）
は
、
第
一
部

門
（
本
学
文
・
神
道
文
化
学
部
、
別
科
在
籍

者
対
象
）
に
８
編
、
第
二
部
門
（
本
学
大
学

院
文
学
研
究
科
、
専
攻
科
在
籍
者
対
象
）
に

３
編
の
応
募
が
あ
っ
た
。
同
編
集
委
員
会
の

委
嘱
し
た
専
門
家
が
査
読
し
た
上
で
編
集
委

員
会
に
諮
り
、
厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
今
回
は
前
回
、
前
々
回
に
続
き
入
選
は

な
く
、
以
下
の
３
人
の
論
文
が
佳
作
に
選
ば

れ
た
。

■
第
一
部
門
▽
矢
内
敬
司
君
（
神
文
３
・
応

募
当
時
）「
氷
川
神
社
の
大
湯
神
事
」
▽
寺

原
菜
々
子
さ
ん
（
哲
３
・
同
）「「
無
気
味
な

も
の
」
と
し
て
の
人
形
」

■
第
二
部
門
▽
松
浦
里
彩
さ
ん
（
修
２
文
・

同
）「
柿
右
衛
門
に
お
け
る
定
義
の
考
察
」

　

表
彰
式
は
７
月
17
日
午
前
10
時
30
分
か
ら

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
タ
ワ
ー
文
学
部
長
室

で
行
わ
れ
た
。
編
集
委
員
ら
が
見
守
る
な

か
、
受
賞
者
に
賞
状
と
副
賞
が
野
呂
健
編
集

委
員
長
・
文
学
部
長
・
教
授
か
ら
贈
呈
さ
れ

た
。
佳
作
論
文
の
う
ち
松
浦
さ
ん
の
論
文

は
、
同
誌
７
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同

懸
賞
論
文
は
、
今
年
度
も
学
部
生
、
大
学
院

生
、
専
攻
科
生
、
別
科
生
の
日
ご
ろ
の
学

修
、
研
究
の
奨
励
の
た
め
に
募
集
し
て
い
る

（
別
項
参
照
）。

　

昨
年
度
は
、
比
較
的
多
く
応
募
論
文
が
集

ま
っ
た
が
、
応
募
者
の
学
問
系
統
に
偏
り
が

あ
っ
た
。
今
後
も
学
生
た
ち
の
意
欲
的
な
学

修
・
研
究
成
果
が
積
極
的
に
応
募
さ
れ
る
よ

う
、
同
編
集
委
員
会
で
は
期
待
し
て
い
る
。

　国学院雑誌編集委員会では平成25年度
の国学院雑誌学生懸賞論文を次の要領で募
集する。
▶�応募資格▷第一部門＝本学文・神道文化
学部、別科在籍者▷第二部門＝本学文学
研究科、専攻科在籍者
▶�テーマ＝題目不問。未発表論文に限る
（卒業論文も可）。
▶�枚数＝400字詰原稿用紙換算30枚～40
枚以内。要旨800字程度・英文タイトル
を添付、指導教員名を明記
▶�締切日＝平成26年３月末日（郵送分は
当日消印有効）
▶�各賞▷入選＝各部門１編（賞状・副賞５
万円）▷佳作＝各部門１編（賞状・副賞
３万円）
▶�発表＝同誌第115巻７号に発表とともに
入選および優れた佳作論文を掲載予定
▶�投稿先＝本学総合企画部広報課（国学院
雑誌編集担当）。

平成 25年度の
国学院雑誌学生懸賞論文を募集

矢内敬司

寺原菜々子

松浦里彩

　

間
伐
体
験
ツ
ア
ー
は
、
平
成

16
年
に
始
ま
り
、
毎
年
地
域
住

民
の
指
導
の
下
、
間
伐
作
業
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
作

業
を
行
っ
た
里
山
は
、
町
内
の

５
カ
所
。
今
年
は
、
昨
年
に
続

き
片
寄
地
区
の
個
人
所
有
の
山

林
で
作
業
を
行
い
、
学
生
た
ち

は
枝
打
ち
や
周
囲
の
木
の
成
長

の
妨
げ
と
な
る
木
の
伐
採
な
ど

に
汗
を
流
し
た
。

　

８
月
４
日
午
後
２
時
か
ら

は
、町
内
中
心
部
の
複
合
施
設

「
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
」で
国
学
院

大
学
里
山
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
10
周
年
記
念
事
業「
森
づ
く

り
か
ら
ま
ち
づ
く
り
」（
紫
波
町

主
催
で
、本
学
協
賛
）が
開
催
さ

れ
た
。本
学
を
代
表
し
て
加
藤

季
夫
副
学
長
・
人
間
開
発
学
部

教
授
と
間
伐
体
験
に
参
加
し
た

教
職
員
・
学
生
が
出
席
し
た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
樹
木
・
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会
理
事
長
の
澁
澤
壽

一
氏
が
、「
森
づ
く
り
か
ら
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
。

高
度
経
済
成
長
期
を
境
に
、
日

本
人
の
価
値
観
や
社
会
、
環
境

が
一
変
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘

し
た
上
で
、
農
村
と
都
市
は
、

そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
抱
え
て
い
る

と
述
べ
た
。
澁
澤
氏
は
、「
木

と
人
間
の
時
間
は
違
う
。
１
０

０
年
続
け
な
い
と
森
林
は
守
れ

な
い
」
と
説
い
た
。

  

続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
澁
澤
氏
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
藤
原
孝
紫

波
町
長
、
間
伐
体
験
ツ
ア
ー
を

中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
き
た

学
生
団
体
・
森
木
会
代
表
の
岸

田
万
穂
さ
ん
（
史
４
）
ら
４
人

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ
て
進
め

ら
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

10
年
前
に
こ
の
間
伐
体
験
ツ
ア

ー
の
き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り
、

会
場
に
集
ま
っ
た
楠
原
名
誉
教

授
、
ツ
ア
ー
参
加
者
や
こ
れ
ま

で
受
け
入
れ
に
協
力
し
て
き
た

地
元
住
民
に
も
マ
イ
ク
が
向
け

ら
れ
た
。

　

学
生
か
ら
は
「
誰
か
の
役
に

立
て
た
と
実
感
で
き
た
」
と
感

想
が
述
べ
ら
れ
、
聴
衆
か
ら
拍

手
が
送
ら
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
同
町
と
本
学
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
、
今
後
の
抱
負
や

課
題
が
述
べ
ら
れ
終
了
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
の
午

後
６
時
か
ら
は
、
会
場
を
町
内

の
宿
泊
施
設
「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

温
泉
館
」
に
移
し
て
祝
賀
会
が

開
か
れ
、
地
元
住
民
と
本
学
関

係
者
、
学
生
合
わ
せ
て
約
70
人

が
集
ま
っ
た
。
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
加
藤
副
学
長
は
、「
学
生

に
と
っ
て
紫
波
町
は
、
大
学
の

あ
る
渋
谷
で
学
べ
な
い
こ
と
を

学
び
、
人
生
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
」
と
感
謝
の

意
を
表
し
た
。

　

森
木
会
会
長
の
岸
田
さ
ん

は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
10
周
年

イ
ベ
ン
ト
を
終
え
て
「
こ
の
活

動
は
地
元
の
人
と
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
作
り
、
出
会
え
る
貴

重
な
場
。
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
10
年
の
歩
み
を
振
り
返
る

学生と地元住民が協力して木を倒す

石室から出土した長頚瓶などの遺物

間
伐
作
業
で
交
流
深
め

里
山
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
10
周
年

哲
学
会
総
会

佳
良
賞
に
３
氏

安
曇
野
で
考
古
学
実
習
を
実
施

長
野

進
め
ら
れ
る
一
方
、
今
ま
で
培

っ
て
き
た
発
掘
調
査
の
技
術
を

伝
え
る
た
め
、
４
年
生
や
大
学

院
生
、
卒
業
生
な
ど
も
多
く
参

加
し
て
い
た
。
今
回
の
調
査
を

指
導
す
る
本
学
史
学
科
の
𠮷
田

恵
二
教
授
は
「
本
学
の
考
古
学

の
歴
史
は
非
常
に
古
く
層
も
厚

い
。
各
地
の
教
育
委
員
会
な
ど

で
発
掘
調
査
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
る
卒
業
生
も
多
く
、
そ
の

よ
う
な
卒
業
生
が
後
輩
を
指
導

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
」と
語
っ
た
。

　

８
月
11
日
に
は
現
地
説
明
会

を
実
施
。
今
回
の
発
掘
で
得
ら

れ
た
調
査
結
果
を
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
次
年
度
の
調
査
に
備

え
、
掘
削
作
業
を
行
っ
た
ト
レ

ン
チ
内
に
土
の
う
を
埋
め
込

み
、
今
年
度
の
調
査
は
終
了
し

た
。

　

同
研
究
室
で
は
、
今
回
調
査

し
た
穂
高
古
墳
群
に
加
え
、
８

月
19
日
か
ら
は
青
森
県
上
北
郡

東
北
町
に
あ
る
赤
平
⑴
遺
跡
の

調
査
も
実
施
。
今
後
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
発
掘
調
査
結
果
を
報
告

書
に
ま
と
め
る
作
業
に
取
り
掛

か
る
予
定
だ
。

進
み
、
実
習
４
日
目
に
は
、
石

室
内
か
ら
７
世
紀
の
須
恵
器
の

破
片
や
鉄
鏃
な
ど
が
出
土
し

た
。
同
古
墳
は
公
園
内
に
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
観
光
客
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、

実
習
生
は
現
在
行
っ
て
い
る
作

業
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
答
え
て
い
た
。

　

こ
の
実
習
は
「
考
古
学
調
査

法
」
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
た
め
、
２
･
３

年
生
が
主
体
と
な
っ
て
作
業
が

古
墳
は
、
本
学
考
古
学
研
究
室

が
５
年
前
か
ら
発
掘
調
査
を
は

じ
め
、
毎
年
掘
り
進
め
て
い

る
。

　

実
習
生
は
初
日
の
到
着
直
後

か
ら
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。

ま
ず
昨
年
度
ま
で
に
掘
ら
れ
た

ト
レ
ン
チ
（
発
掘
溝
）
内
に
埋

め
ら
れ
た
土
の
う
の
撤
去
か
ら

始
ま
っ
た
。
作
業
は
翌
日

ま
で
行
わ
れ
、
午
後
に
は

昨
年
度
に
調
査
さ
れ
た
状

態
ま
で
復
元
が
進
ん
だ
。

　

今
回
の
調
査
で
は
石
室

内
の
発
掘
と
平
行
し
、
古

墳
の
正
確
な
大
き
さ
を
計

測
す
る
た
め
、
墳
丘
東
側

斜
面
を
中
心
部
に
向
か
っ

て
、
新
た
に
ト
レ
ン
チ
の

掘
削
作
業
を
行
っ
た
。

　

実
習
中
は
雨
の
影
響

で
、
作
業
が
中
断
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
順
調
に

後
、
第
23
回
哲
学
会
賞
の
授
与

式
が
行
わ
れ
た
。
同
賞
は
、
昨

年
度
に
卒
業
し
た
121
期
卒
業
生

の
卒
業
論
文
の
う
ち
、
本
学
哲

学
科
専
任
教
員
が
指
導
を
行
っ

た
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
今
年

度
は
竹
澤
宜
良
さ
ん
、
永
田
美

卯
さ
ん
、
伊
藤
遙
香
さ
ん
の
３

人
が
「
佳
良
賞
」
を
受
賞
し

た
。
同
日
は
受
賞
者
の
う
ち
出

席
し
た
２
人
に
対
し
て
、
粟
田

義
彦
哲
学
会
会
長
（
文
学
部
教

授
）
か
ら
賞
状
と
副
賞
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

総
会
後
に
は
、
こ
の
春
本
学

に
着
任
し
た
金
杉
武
司
准
教
授

に
よ
る
講
演
会
「
脳
科
学
と
心

の
哲
学
」
が
開
講
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
会
場
を
学
術
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ

「
若
木
が
丘
」
に
移
し
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
会
は
終
了
し
た
。

講演する金杉准教授

Ｆ
９
号
墳
の
石
室
を
調
査



　

山
口
聡
先
生
が
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
と
い
う
連
絡
を
受
け
て
か
ら
、
も
う
３

か
月
以
上
に
な
る
。こ
の
間
、さ
ま
ざ
ま
な

場
で
、
語
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
語
ら
れ
て

し
ま
っ
た
し
、
そ
の
思
い
出
は
、
山
口
先

生
を
知
る
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
の
中
に
収
め
ら

れ
て
し
ま
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
に
記
す
の
は
、
お
そ
ら
く
ど
こ

か
で
語
ら
れ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
か

な
い
が
、「
山
口
聡
と
は
誰
で
あ
っ
た
の

か
」と
い
う
問
い
に
対

す
る
解
答
の
下
書
き

と
し
て
、
改
め
て
箇

条
書
き
風
に
ま
と
め

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

山
口
先
生
は
、
教
育
の
人
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
に
は
、
山
口
先
生
の
遺
さ
れ
た

教
材
と
、
生
前
の
断
片
的
な
発
言
や
記
録

か
ら
推
測
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
趣
向
の
凝
ら
さ
れ
た

そ
の
講
義
は
、
法
哲
学
の
講
義
と
し
て
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
学
の
講
義
と
し
て

も
群
を
抜
く
水
準
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
疑
い
得
な
い
。
周
到
な
講
義
計
画
と
授

業
計
画
の
下
、
時
間
と
情
熱
を
注
い
で
作

ら
れ
た
教
材
を
使
っ
て
運
営
さ
れ
る
山
口

先
生
の
講
義
に
、
ど
の
科
目
で
あ
れ
出
席

す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
学
生

は
、
幸
運
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
と

思
う
。

　

山
口
先
生
は
、
饒
舌
な
人
で
あ
っ
た
。

速
射
砲
の
よ
う
に
打
ち
出
さ
れ
て
く
る
言

葉
は
、
関
西
弁
の
語
り
口
と
も
相
ま
っ

て
、
聞
い
て
い
る
人
々
を
驚
嘆
さ
せ
た

り
、
爆
笑
さ
せ
た
り
、
震
撼
さ
せ
た
り
し

た
。
立
場
上
沈
黙
を
守
る
こ
と
も
あ
っ
た

し
、
と
り
わ
け
学
生
に
対
し
て
は
一
線
を

画
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
た
け
れ
ど

も
、
本
質
的
に
は
「
し
ゃ
べ
っ
て
な
ん

ぼ
」
の
関
西
人
で
あ
っ
た
。

　

山
口
先
生
は
、
交
渉
の
人
で
あ
っ
た
。

交
渉
を
し
た
く
て
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
い
つ
つ
、
自
己
の
主
張
を
押
し

通
す
こ
と
に
固
執
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

さ
り
と
て
無
原
則
な
妥
協
に
走
る
の
で
も

な
く
、
原
則
と
証
拠

に
依
拠
し
つ
つ
、
合

意
可
能
な
妥
協
案
を

提
示
し
て
、
議
論
を

ま
と
め
て
い
く
様
子

は
見
事
で
あ
り
、
傍
観
者
と
し
て
そ
れ
を

観
察
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

　

山
口
先
生
は
多
面
的
な
人
で
あ
り
、し

た
が
っ
て
、「
山
口
聡
と
は
誰
で
あ
っ
た
の

か
」と
い
う
問
い
に
対
す
る
よ
り
正
確
な

答
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
の
中
に
し
か
な

い
。私
も
こ
れ
以
上
語
る
こ
と
を
や
め
て
、

思
い
出
の
中
に
浸
る
こ
と
に
し
た
い
。

（３）　　 平成25年９月10日（火曜日） 國　學　院　大　學　学　報 第６１６号

山
口
元
理
事
・
元
事
務
局
長
逝
去

収
穫
物
を
学
食
で
提
供

佐
藤
謙
三
博
士
の
日
記

内
川
准
教
授
ら
の
研
究
成
果
公
開静嘉堂文庫美術館で

緑
の
カ
ー
テ
ン

　

「
横
浜
開
港
資
料
館
」（
横

浜
市
中
区
、
館
長
・
上
山
和
雄

本
学
文
学
部
教
授
）
で
開
催
の

平
成
25
年
度
第
２
回
企
画
展
示

「
被
災
者
が
語
る
関
東
大
震

災
」（
会
期
７
月
13
日
〜
10
月

14
日
〔
月
・
祝
〕）
に
、
本
学

元
学
長
・
佐
藤
謙
三
博
士
の
中

学
生
時
代
の
日
記
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

　

本
学
の
環
境
保
護
対
策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
自
然
環
境

に
や
さ
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

６
月
か
ら
は
夏
季
限
定
の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
実
施
。
昨
年

度
よ
り
も
範
囲
を
拡
大
し
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
や

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
収
穫
を
楽
し
め
る
野
菜
や
、
ル
コ
ウ
ソ
ウ
や
フ
ウ

セ
ン
カ
ズ
ラ
な
ど
、
見
て
楽
し
む
植
物
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
植
栽
さ

れ
た
。

　

日
照
時
間
が
多
か
っ

た
７
月
に
は
ぐ
ん
ぐ
ん

と
成
長
し
、
８
月
上
旬

に
収
穫
さ
れ
た
ゴ
ー

ヤ
は
３
号
館
に
あ
る
学

食
「
和
（
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
）
」
で
調
理
さ
れ
、

ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

や
天
ぷ
ら
と
し
て
利
用

者
に
提
供
さ
れ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
こ
れ
以
外
に
も
、

屋
上
緑
化
や
節
電
・
節

水
な
ど
環
境
保
護
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

松
浦
武
四
郎
（
１
８
１
８
―
88
）
旧
蔵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
財
団
法
人
静
嘉
堂
所

蔵
）
の
特
別
展
「
幕
末
の
北
方
探
検
家　

松
浦
武
四
郎
展
」
が
、
10
月
５
日
（
土
）

か
ら
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
（
東
京
都
世

田
谷
区
）
で
開
か
れ
る
。
同
展
は
、
日
本

学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
補
助
に
平
成

22
年
か
ら
３
年
間
に
わ
た
っ
て
採
択
さ
れ

た
「
博
物
館
に
お
け
る
人
文
資
料
形
成
史

の
研
究　

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
松
浦
武
四
郎

旧
蔵
資
料
の
研
究
と
公
開
」
の
研
究
成
果

の
一
環
。
研
究
代
表
者
の
内
川
隆
志
研
究

開
発
推
進
機
構
准
教
授
ら
が
、
こ
れ
ま
で

同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
考
古
・
工
芸
）
約
９

０
０
点
を
整
理
し
て
き
た
。

　

松
浦
武
四
郎
は
、
伊
勢
国
一
志
郡
（
現

・
三
重
県
松
阪
市
）
生
ま
れ
。
少
年
の
頃

か
ら
日
本
全
国
を
旅
し
て
き
た
。
中
で
も

北
方
に
関
心
を
持
ち
、
幕
末
に
計
６
回
、

東
西
・
北
蝦
夷
地
、
国
後
・
択
捉
島
を
探

査
。
同
地
に
関
連
す
る
多
く
の
著
書
を
残

し
た
。
そ
の
後
、
明
治
政
府
の
命
を
受
け

て
開
拓
使
判
官
に
な
る
が
１
年
で
辞
し
、

以
後
全
国
遊
歴
と
著
述
の
日
々
を
送
っ
て

い
る
。「
北
海
道
」
の
名
付
け
親
と
し
て

も
知
ら
れ
る
ほ
か
、
考
古
遺
物
の
大
コ
レ

ク
タ
ー
と
し
て
、
貴
重
な
資
料
を
残
し
て

い
る
。

　

今
回
の
展
示
は
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
主
要
な
物
を
選
び
初
公
開
す
る
。
古
墳

時
代
の
翡
翠
の
勾
玉
や
古
鈴
な
ど
学
問
上

重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
。

　

同
展
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
静
嘉

堂
文
庫
美
術
館
ま
で
（
☎
０
３
・
３
７

０
０
・
０
０
０
７
）。
会
期
は
10
月
５
日

（
土
）
か
ら
12
月
８
日
（
日
）
ま
で
。
休

館
日
は
毎
月
曜
日
（
10
月
14
日
・
11
月
４

日
は
開
館
）、
10
月
15
日
（
火
）、
11
月
５

日
（
火
）。
開
館
時
間
は
、
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
入
館
は
午
後
４
時
ま

で
）。
入
館
料
は
一
般
８
０
０
円
、
大
高

生
５
０
０
円
（
20
名
以
上
団
体
割
引
）
中

学
生
以
下
無
料
。
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ

ｗ
．
ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ａ
ｄ
ｏ
．
ｏ
ｒ
．
ｊ
ｐ
／

　

国
学
院
大

学
元
理
事
・

元
事
務
局
長

の
山
口
計
太

郎
氏
が
、
９
月
８
日
に
逝
去
し

た
。
82
歳
。
通
夜
は
９
月
13
日

に
、
葬
儀
・
告
別
式
は
翌
14
日

に
、
神
奈
川
県
横
浜
市
緑
区
の

横
浜
市
北
部
斎
場
で
執
り
行
わ

れ
る
。

　

山
口
氏
は
昭
和
５
年
生
ま

れ
。
昭
和
27
年
国
学
院
大
学
文

　

今
年
の
３
月
26
日
、
国
学
院
大
学
名
誉

教
授
文
学
博
士
平
井
直
房
先
生
が
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
90
歳
。
31
日
に
告
別
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。
柩
の
な
か
の
先
生
の
御
顔

は
実
に
穏
や
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先

生
の
「
思
い
出
の
記
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の

ご
生
涯
は
必
ず
し
も
穏
や
か
な
も
の
で
な

か
っ
た
。

　

先
生
は
神
奈
川
県
の
真
鶴
漁
港
の
守
護

神
・
貴
船
神
社
の
神
職
家
で
誕
生
さ
れ
、

神
職
に
な
る
た
め
国
学
院
へ
入
学
、
真
鶴

か
ら
片
道
３
時
間
も
か
け
て
通
学
さ
れ

た
。
し
か
し
、
戦
局

は
悪
化
し
、
学
徒
出

陣
の
命
を
受
け
、
極

寒
の
満
州
へ
と
出
征

さ
れ
、
戦
地
で
艱
難

辛
苦
の
日
々
を
過
ご
さ
れ
た
。

　

戦
争
が
終
わ
り
、
復
学
さ
れ
、
昭
和
22

年
に
国
史
学
科
を
ご
卒
業
、
戦
後
の
厳
し

い
時
代
の
宗
教
研
究
室
の
助
手
と
な
り
、

昭
和
30
年
か
ら
38
年
の
長
き
に
わ
た
り
母

校
の
教
壇
に
立
た
れ
た
。
現
在
、
神
社
界

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
々
の
中
に
は
先

生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
方
々
が
多

い
。

　

一
方
、
先
生
は
国
学
院
大
学
日
本
文
化

研
究
所
の
開
設
に
ご
尽
力
さ
れ
、
主
事
、

そ
し
て
所
長
と
し
て
日
本
文
化
の
基
底
に

あ
る
神
道
の
国
際
化
の
た
め
に
多
大
の
業

績
を
残
さ
れ
た
。
学
内
で
は
学
生
部
長
と

し
て
苦
労
を
さ
れ
、
ま
た
神
社
本
庁
講
師

・
神
道
資
料
館
館
長
・
神
道
宗
教
学
会
会

長
な
ど
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
躍

も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

先
生
が
「
出
雲
国
造
火
継
ぎ
神
事
の
研

究
」
で
文
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
時
、

最
初
に
ご
尊
父
の
墓
前
に
報
告
さ
れ
た
こ

と
を
私
は
知
っ
て
い
る
。
先
生
に
は
『
神

道
と
神
道
教
化
』
の
著
書
が
あ
り
、
神
道

教
化
の
第
一
人
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る

が
、
そ
の
生
き
た
手
本
に
な
っ
た
の
は
、

ご
尊
父
で
あ
っ
た
と
先
生
ご
自
身
も
書
い

て
お
ら
れ
る
。
そ
の
ご
尊
父
が
逝
去
さ
れ

た
の
は
昭
和
56
年
２
月
26
日
、
享
年
89
歳

で
あ
る
。
先
生
は
そ
れ
よ
り
も
１
年
長

く
、
月
は
１
ヶ
月
後
の
３
月
、
ご
命
日
は

不
思
議
に
も
同
日
で
あ
る
。

　

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
ご
尊
父
様
の
葬

儀
の
日
の
あ
い
さ
つ
で
、
先
生
が
「
ね
が

は
く
は
、
花
の
下
に
て
春
死
な
ん
、
そ
の

き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
頃
」
と
の
西
行
の
歌

を
掲
げ
な
が
ら
、「
父

は
日
頃
桜
の
花
の
下

で
死
に
た
い
と
願
っ

て
い
た
」
と
結
ば
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
ち

な
み
に
西
行
も
、
そ
の
願
い
ど
お
り
、
文

治
６
年
２
月
16
日
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。

そ
し
て
先
生
も
同
じ
桜
の
花
咲
く
頃
に
ご

逝
去
さ
れ
た
。
し
か
も
葬
儀
の
式
場
は
世

田
谷
の
桜
新
町
で
あ
っ
た
。
私
は
先
生
と

お
別
れ
し
た
後
、
親
子
の
も
つ
強
い
絆
を

感
じ
な
が
ら
、
桜
並
木
の
道
を
桜
新
町
駅

へ
と
歩
い
て
い
た
。

た
と
い
わ
れ
る
。

　

関
東
大
震
災
か
ら
90
年
に
な

る
本
年
、
そ
の
記
録
と
し
て
企

画
展
示
が
催
さ
れ
た
。

　

本
展
は
、
横
浜
の
関
東
大
震

災
を
扱
っ
た
横
浜
都
市
発
展
記

念
館
の
「
関
東
大
震
災
と
横
浜

　

廃
墟
か
ら
復
興
ま
で
」
と
、

横
浜
市
史
資
料
室
の
「
レ
ン
ズ

が
と
ら
え
た
震
災
復
興
１
９
２

　

関
東
大
震
災
（
１
９
２
３
年

９
月
１
日
）
に
お
け
る
横
浜
の

被
害
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い

が
、
そ
の
実
情
は
悲
惨
な
も
の

で
、
東
京
よ
り
も
被
害
率
は
高

い
。
ま
た
被
災
地
と
し
て
完
全

に
孤
立
し
て
し
ま
い
、
そ
の
上

が
れ
き
の
山
も
な
か
な
か
処
分

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
復

興
に
も
か
な
り
の
時
間
を
要
し

赤井学長（写真中央）、
植村法学部教授（同右）
と談笑する山口准教授

学
部
卒
業
。
28
年
国
学
院
大
学

事
務
局
に
勤
務
。
45
年
入
学
試

験
事
務
課
長
、
59
年
事
務
局
付

部
長
、
平
成
元
年
総
務
部
長
、

３
年
事
務
局
長
、
同
年
法
人
理

事
。
５
年
法
人
参
事
、
８
年
定

年
退
職
。

３
〜
１
９
２
９
」
の
３
施
設
の

合
同
企
画
展
示
。
そ
の
う
ち
横

浜
開
港
資
料
館
で
は
、
関
東
大

震
災
を
被
災
者
と
い
う
人
の
目

を
通
し
た
記
録
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
事
例
と
し
て
、
当
時

13
歳
の
佐
藤
博
士
の
日
記
が
展

示
さ
れ
た
。
展
示
解
説
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
１
９
２
３
（
大
正

12
）
年
の
感
想
欄
に
は
「
来

レ
、
大
正
十
三
年
。」
と
締
め

括
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
に

は
、
当
時
中
学
生
で
あ
っ
た
先

生
の
復
興
へ
の
強
い
意
志
が
感

じ
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
日
記

は
『
佐
藤
謙
三
著
作
集
』（
全

５
巻　

角
川
学
芸
出
版
刊
）
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◎
佐
藤
謙
三
（
１
９
１
０
〜

75
）
国
文
学
者
。
文
学
博
士
。

本
学
国
文
科
卒
業
後
、
助
手
、

講
師
を
経
て
、
教
授
に
就
任
。

そ
の
後
文
学
部
長
、
学
長
を
歴

任
す
る
。
学
長
在
任
期
間
は
１

９
７
０
年
〜
75
年
。

展示された佐藤元学長の写真と日記

横
浜
開
港
資
料
館
で
展
示

平井直房
先生

『思い出の記』より

追 

悼 

文

小
鉢
と
し
て
無
料
提
供
さ
れ
た

ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー（
左
下
）

神
道
の
国
際
化
に
尽
力

�
 

本
学
元
教
授
　
三
橋 

健

山
口
聡
先
生
に
ま
つ
わ
る
二
、三
の
事
柄

�
 

法
学
部
教
授
　
茢
田 

真
司
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長
野
県
木
島
平
村
（
芳
川
修

二
村
長
）
に
４
月
に
完
成
し
た

農
村
交
流
館
（
大
字
上
木
島
）

内
に
、
本
学
大
学
院
文
学
研
究

科
史
学
専
攻
博
物
館
学
コ
ー
ス

が
協
力
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
資

料
館
が
７
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン

し
、
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

か
れ
た
。

  

こ
の
ふ
る
さ
と
資
料
館
は
、

青
木
豊
文
学
部
教
授
、
落
合
知

子
同
准
教
授
の
指
導
の
下
、
大

学
院
博
物
館
学
コ
ー
ス
の
大
学

院
生
が
、
平
成
22
年
か
ら
毎
年

現
地
に
入
り
、
資
料
の
分
類
・

分
析
や
展
示
解
説
パ
ネ
ル
の
制

作
な
ど
で
協
力
し
て
き
た
。

  

７
月
７
日
午
後
１
時
か
ら
行

わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
、
浦
山
宏
一
同
村
副

村
長
を
は
じ
め
、
同
村
関
係
者

や
住
民
ら
が
、
本
学
か
ら
は
青

木
教
授
、
落
合
准
教
授
が
出
席

し
た
。

  

浦
山
副
村
長
は
、「
展
示
さ

れ
た
貴
重
な
財
産
か
ら
、
先
人

の
思
い
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
青
木
教
授
は
、
毎

年
大
学
院
生
の
実
習
を
受
け
入

れ
て
い
る
同
村
へ
の
謝
意
を
述

べ
た
上
で
、「
ふ
る
さ
と
資
料

館
は
未
完
の
博
物
館
。
ふ
る
さ

と
の
確
認
の
場

と
し
て
、
今
日

か
ら
行
政
の
力

と
地
元
の
方
た

ち
で
作
り
上
げ

て
ほ
し
い
」
と

参
列
者
に
語
り

か
け
た
。

  

そ
の
後
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
ふ
る

さ
と
資
料
館
が

開
館
。
早
速
参

列
者
が
資
料
館

の
展
示
を
見
学

し
た
。
館
内
の

特
別
収
蔵
庫
に

は
、
長
野
県
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
る
同
村
内
の

根
塚
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
鉄
剣

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
展
示
室
に
は
、
木
島
平
村
の

四
季
折
々
の
生
活
が
再
現
さ
れ

て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
続
き
、
本
学
卒
業
生
で
元
中

野
市
立
博
物
館
長
の
中
島
庄
一

氏
（
昭
51
卒
・
84
期
史
、
平
21

修
・
117
期
博
後
日
史
）
が
記
念

講
演
を
、
同
じ
く
本
学
卒
業
生

の
樋
口
和
雄
木
島
平
村
文
化
財

調
査
専
門
幹
（
昭
49
卒
・
82
期

史
）
が
、
資
料
館
の
展
示
解
説

を
行
っ
た
。

  

博
物
館
学
研
究
室
で
は
、
同

館
開
館
後
の
７
月
下
旬
に
も
実

習
の
一
環
と
し
て
、
同
村
を
訪

問
。
今
後
も
継
続
し
て
実
習
を

行
い
、
連
携
を
深
め
て
行
く
予

定
だ
。

　

同
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
、

午
後
４
時
30
分
ま
で
）。
入
館

無
料
、
休
館
日
は
、
毎
週
月

曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、
翌

日
）、
年
末
年
始
。
☎
０
２
６

９
・
８
２
・
２
０
４
１

大
学
院
生
の
手
作
り
博
物
館

�

長
野
県
・
木
島
平
村
に
オ
ー
プ
ン

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
青
木
教
授（
左
）ら

農
村
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー

　台湾にある本学の協定校・南台科技大学で日本語学習者を
対象に日本語教育を行う「南台科技大学日本語教育実習スタ
ディツアー」が、８月18日から30日まで実施された。同ツア
ーは、日本語プログラムの準備、実施を通し、学生たちの日
本語教育に関する知識や実力を高めるため、毎年実施されて
いる。今年は、久野マリ子文学部教授が引率し、学部生・大
学院生合わせて11人が参加した。
　期間中、学生たちは「日本語・日本事情」の授業を担当。
３クラス約90人の受講生に「使える日本語」を伝えた。

学生が台湾で日本語教育

平成26年度　大学院春季入学試験日程
大学院事務課（Tel:03-5466-0142）詳細については募集要項を参照

研究科 課程 入試制度 専攻 募集人員 願書受付期間 試験日 合格発表日 手続期間

文学

前期

一般
神道学・宗教学 ７名

平成26年
１月17日㈮～
１月25日㈯

２月12日㈬ ２月14日㈮

２月24日㈪～
３月  3日㈪

文学 ９名
史学 ９名

留学生
神道学・宗教学 若干名

文学 若干名
史学 若干名

社会人
神道学・宗教学 若干名

２月18日㈫ ２月20日㈭

文学 若干名
史学 若干名

後期

一般
神道学・宗教学 ３名

文学 ８名
史学 ８名

留学生
神道学・宗教学 若干名

文学 若干名
史学 若干名

社会人
神道学・宗教学 若干名

文学 若干名
史学 若干名

法学

前期

一般

法律学

５名

平成26年
１月27日㈪～
２月  7日㈮

３月１日㈯ ３月３日㈪ ３月３日㈪～
３月７日㈮

学内
論文選考

学内
成績選考 若干名

留学生 若干名
社会人 若干名

後期

一般 ５名
法科大学院
修了者 若干名

留学生 若干名

経済学

前期

一般

経済学

５名

平成26年
１月17日㈮～
１月24日㈮

２月８日㈯ ２月10日㈪ ２月24日㈪～
３月  3日㈪

留学生 若干名
社会人 若干名

学内推薦 若干名

後期
一般 ５名

留学生 若干名
社会人 若干名

平成26年度 法科大学院Ⅱ期（適性試験第４部活用型）入学試験日程
法科大学院事務課（Tel:03-5466-0492）詳細については募集要項を参照

研究科 入試制度 募集人員 願書受付期間 試験日 合格発表日 手続期間

法務
研究科

【一般入試】
標準（未修者）・

短縮（既修者）コース
７名

平成25年
10月11日㈮～
10月18日㈮
午後４時必着

10月26日㈯
※面接予備日
　10月25日㈮

10月31日㈭
第１次：�11月  5日㈫～

11月12日㈫
第２次：�12月  2日㈪～

12月10日㈫

　

平
成
19
年
度
に
創
設
さ
れ
た

教
職
支
援
奨
学
金
制
度
の
本
年

度
採
用
者
に
９
人
が
決
定
し

た
。
奨
学
生
証
書
授
与
式
は
、

渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ
ャ

ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

た
。

　

こ
の
奨
学
金
は
、
東
京
都
公

立
中
学
校
の
校
長
な
ど
を
歴
任

し
た
院
友
（
昭
28
卒
・
61
期
旧

史
２
）
の
篤
志
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
教
職
を
め
ざ
す

堅
固
な
る
意
志
を
持
つ
者
を
奨

励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
対
象
学
年
は
２
年
生
以

上
。
奨
学
金
給
付
額
は
、
年
間

20
万
円
を
限
度
と
し
、
採
用
人

数
は
若
干
名
。
奨
学
生
は
、
家

計
・
学
業
に
つ
い
て
の
応
募
書

類
に
よ
る
書
類
選
考
と
面
接
に

よ
り
選
考
さ
れ
る
。

　

本
年
度
の
奨
学
生
は
、
次
の

と
お
り
。

　

鐘
ヶ
江
綾
さ
ん
（
健
体

４
）、
岩
瀬
妃
織
さ
ん
（
日
文

３
）、
伊
藤
理
沙
さ
ん
（
外
文

３
）、
山
下
真
紗
代
さ
ん
（
史

３
）、
門
倉
豪
君
（
経
ネ
３
）、

上
田
篤
君
（
神
文
３
）、
平
野

光
希
君
（
初
教
３
）、
佐
藤
衣

里
さ
ん
（
初
教
３
）、
宇
都
宮

裕
君
（
日
文
２
）。

教
職
支
援
奨
学
生
に
９
人

教
授
、神
長
美
津
子
同
教
授
と
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
活
動
を
行

っ
て
い
る「
絵
本
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

の
学
生
が
出
演
し
た
。

　

当
日
は
、
１
０
０
組
を
超
え

る
応
募
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば

れ
た
11
組
31
人
の
リ
ス
ナ
ー
が

参
加
、
最
初
に
学
生
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
教
員
が
参
加
者
か
ら

の
質
問
に
答
え
、
最
後
は
全
員

で
ス
タ
ジ
オ
見
学
を
行
い
イ
ベ

ン
ト
は
終
了
し
た
。

　

同
番
組
は
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｚ
Ｅ
」

内
で
毎
週
月
曜
日
、
午
前
11
時

25
分
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る
。

生
が
出
演
し
、「
親
子
読
み
聞

か
せ
体
験
会
」
を
行
っ
た
。

　

同
ラ
ジ
オ
局
で
は
、本
学
が

提
供
す
る
番
組
内
ミ
ニ
コ
ー
ナ

ー「
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ 

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ 

Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ（
ス
ク
ス
ク
ス
ク

ー
ル
）」を
放
送
し
て
い
る
。毎

回
、人
間
開
発
学
部
の
教
員
が

出
演
し
、子
育
て
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。今

回
は
、番
組
に
出
演
し
て
い
る

新
富
康
央
人
間
開
発
学
部
長
・

教
授
、成
田
信
子
同
副
学
部
長
・

　

７
月
15
日
、
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ

が
主
催
す
る
サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト

に
人
間
開
発
学
部
の
教
員
と
学

『
せ
ん
た
く
か
あ
ち
ゃ
ん
』を
読

む
津
田
理
沙
さ
ん（
初
教
・
２
）

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
主
催
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

人
間
開
発
学
部

　国学院大学法学部では懸賞論文の募集を行ってい
る。法律学または政治学に関するテーマで、本学法学
部に所属している学生であれば誰でも応募できる。
希望者は、Ａ４用紙（40字×30行）10枚（12000字程
度）にまとめ、平成26年１月８日（水）午後５時までに
法学部資料室へ提出すること。入賞者の発表は来年２
月上旬に学内掲示板および大学ホームページで発表
する予定。
　なお、最優秀賞（１名）には10万円分、優秀賞
（２名）には５万円分、佳作（３名）には３万円分
の図書カードが副賞として贈呈される。詳しい内容
のお問合せは法学部資料室（渋谷キャンパス若木タ
ワー７階）まで。

法学部が懸賞論文を募集

授
業
を
す
る
本
学
学
生
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米
国
・
ビ
ン
ガ
ム
ト
ン
大
学

（
経
済
学
部
）

イム・ヒョンサン

ス
ペ
イ
ン
・
サ
ラ
マ
ン
カ
大

学（
社
会
科
学
部
・
東
ア
ジ
ア

﹇
日
本
﹈研
究 

修
士
課
程
）

ゴンザレス・プジョル・イバン

台
湾
・
世
新
大
学
（
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
・
映
画
学
科
）

ユウ・センイ

カ
ナ
ダ
・
マ
ニ
ト
バ
大
学

（
工
学
部
）

フランサ・ミゲル・サントス

マ
レ
ー
シ
ア
・
プ
ト
ラ
マ
レ
イ

シ
ア
大
学（
経
済
経
営
学
部
）

リ・カ・ロ

米
国
・
ビ
ン
ガ
ム
ト
ン
大
学

（
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
系
ア
メ

リ
カ
人
学
部
）

ペレ・ケイトリン

韓
国
・
京
畿
大
学
校
（
観
光

学
部
）

パク・ボラ

台
湾
・
世
新
大
学
（
日
本
語

学
科
）

リョウ・ハクテイ

マ
レ
ー
シ
ア
・
プ
ト
ラ
マ
レ

イ
シ
ア
大
学
（
現
代
語
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
）

ガザリ・リ・シティ・ナズハ・ビンティ

台
湾
・
世
新
大
学
（
日
本
語

学
科
）

チン・カウ

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ニ
コ
ラ
ウ
ス

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
大
学
（
言
語

学
部
・
日
本
語
専
攻
）

ラツカ・マルタ・パウリナ（国費留学生）

マ
レ
ー
シ
ア
・
プ
ト
ラ
マ
レ

イ
シ
ア
大
学
（
食
品
科
学
技

術
学
部
）

イスマイル・シティ・サラ・バヌン・ビンティ・

　

昨
年
４
月
、東
日
本
大
震
災

後
の
被
災
地
復
興
を
支
援
す
る

「
東
北
再
生
私
大
ネ
ッ
ト
36
」が

全
国
の
私
立
大
学
、短
期
大
学

に
よ
り
設
立
、加
盟
校
の
本
学

は
、８
月
30
日
か
ら
９
月
２
日

に
か
け
て
、２
回
目
と
な
る
夏

期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

し
た
。

　

今
回
は
、学
生
32
人
と
引
率

教
職
員
５
人
が
参
加
。昨
年
と

同
様
に
宮
城
県
南
三
陸
町
の
視

察
や
が
れ
き
の
撤
去
作
業
、卒

業
生
ら
に
よ
る
講
話
な
ど
を
行

っ
た
。ま
た
今
年
は
、石
巻
市
内

の
沿
岸
部
や
松
島
市
、名
取
市

も
訪
問
。震
災
発
生
当
初
、市
民

の
避
難
場
所
に
も
な
っ
た
地
域

の
神
社
に
も
足
を
運
ん
だ
。

　

初
日
の
夜
に
は
、
南
三
陸
町

の
二
渡
神
社
禰
宜
の
佐
藤
雅
典

氏
（
平
11
卒
・
107
期
神
）
が
、

震
災
発
生
当
初
か
ら
今
日
ま
で

の
体
験
を
語
っ
た
ほ
か
、
３
日

海外から
交換留学生12人

　国学院大学の交換留学プログラム「Ｋ―ＳＴＥ
Ｐ」を利用し、５カ国から10人の交換留学生が、
また、国費留学生としてポーランドから１人が、
この９月に来校した。また、韓国から１人が学部
交換留学生として来校した。
　Ｋ―ＳＴＥＰは、日本文化や日本語を修得する
ことによって、日本文化を世界に発信することの

できる海外の人材育成を狙いとしている。留学期
間は最長で、平成25年９月から平成26年８月まで
の１年間。今後は、本学学生との交流イベントも
予定していて、担当する国際交流課では、各種交
流イベントへの日本人学生の参加も募集してい
る。イベントに関する問い合わせは国際交流課ま
で。（☎０３・５７７８・７０６１）

〔
懲
戒
〕

◎
経
済
学
部
◆
教
授
▽
土
田
壽

人
　
　
事

出 

版 

情 

報

◎ 

市
川
民
話
の
会
編
集
根
岸
英

之
（
平
４
卒
・
100
期
文
、
平

６
修
・
102
博
前
文
）
著
『
改

訂
新
版　

市
川
の
む
か
し

話
』
市
川
民
話
の
会
刊
・
１

５
７
５
円

◎ 

近
藤
昭
一（
昭
49
卒
・
82
期
史

２
、横
浜
市
立
南
高
等
学
校

長
、横
浜
家
庭
裁
判
所
委
員
）

著『
モ
バ
イ
ル
社
会
を
生
き

る
子
ど
も
た
ち
、「
ケ
ー
タ

イ
」世
代
の
教
育
と
子
育
て
』

時
事
通
信
出
版
局
刊
・
２
１

０
０
円
、『
子
ど
も
の
危
機
と

学
校
組
織　

苦
悩
す
る
学
校

を
救
う
鍵
は
教
師
の
生
徒
指

導
力
向
上
と
チ
ー
ム
力
』教

育
出
版
刊
・
２
１
０
０
円

◎ 

安
孫
子
哲
郎
（
昭
49
卒
・
82

期
文
）
著
『
明
日
を
紡
ぐ
若

者
た
ち
〜
教
え
子
た
ち
の

「
高
校
時
代
の
私
の
作
文
、

そ
し
て
今
」
〜
』
文
芸
社
刊

・
１
４
７
０
円

◎ 

鈴
木
史
郎
（
昭
32
卒
・
65
期

山川静夫（昭31卒・64期文、エッセイスト）著
『歌舞伎は恋　山川静夫の芝居話』

２
年
目
の
夏 

南
三
陸
な
ど
を
訪
問

私
大
ネ
ッ
ト
36

社　

日
本
の
神
祭
り
の
源

流
』
柊
風
舎
刊
・
１
９
９
５

円

目
に
は
昨
年
に
続
き
、
同
町
内

の
上
山
八
幡
宮
を
参
拝
。
禰
宜

の
工
藤
真
弓
氏
が
講
話
を
行
っ

た
。
講
話
で
は
、
ま
ず
震
災
で

犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
黙
祷
を

捧
げ
た
。
そ
の
後
、
震
災
が
起

こ
っ
て
か
ら
の
家
族
、
と
り
わ

け
息
子
の
体
験
と
言
葉
を
紙
芝

居
に
し
た
「
ぼ
く
の
ふ
る
さ

と
」
を
語
っ
た
。

　

昨
年
に
続
き
実
施
し
た
南
三

陸
町
内
廻
舘
地
区
で
が
れ
き
の

撤
去
で
は
、
土
の
中
か
ら
、
そ

の
土
地
に
住
ん
で
い
た
人
の
生

活
用
品
が
掘
り
出
さ
れ
、
参
加

者
に
と
っ
て
は
災
害
の
爪
あ
と

の
深
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
機

会
と
な
っ
た
。

…
の
民
俗
学　

日
本
人
は
な

ぜ
そ
う
し
て
し
ま
う
の
か
』

青
春
出
版
社
刊
・
８
１
０
円

◎ 

新
國
稔
秧
（
昭
40
卒
・
73
期

哲
）
著
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
』
せ
せ

ら
ぎ
出
版
刊
・
１
２
６
０
円

◎ 

千
家
和
比
古
（
昭
48
卒
・
81

期
史
、
昭
50
修
・
83
期
修
日

史
、
昭
60
修
・
93
期
専
、
出

雲
大
社
権
宮
司
）・
松
本
岩

雄
（
昭
50
卒
・
83
期
史
、
島

根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
専
門
学
芸
員
）『
出
雲
大

新
刊
紹
介　まず口上に「歌舞伎は恋だ。恋は理

屈でない。」とある。山川静夫の芝居
話は、全編これ恋する歌舞伎への連綿
たるラブレターである。昭和28年から
見始めた歌舞伎座の歌舞伎は山川さん
を深みにハメ、以来今日まで冷めるこ
とのない恋心を育んできた。演劇雑誌
『演劇界』の連載を中心に、他の新聞
コラムやエッセイを集積して一冊にま
とめられている。どのページを開いても迸る山川さんの歌舞伎へ
の愛情が感じられ、ことに筆者などにはほとんどの登場人物が旧
知の方々であるだけに思いも一入である。歌舞伎に理屈は似合わ
ない、五感で感じるままがよい、とおっしゃりながら、歌舞伎の
たて糸・よこ糸（第二章）や歌舞伎ことばあれこれ（第三章）で
山川歌舞伎教室に学び、忘られぬ歌舞伎役者（第四章）ではつい
先日亡くなった18代目中村勘三郎や12代目市川團十郎の最後の日
々に触れられていて胸を熱くした。沢山の昭和の俳優を失い挫か
れそうになる後継世代に ｢これからの歌舞伎の質が高まっていく
ことを祈らずにはいられません｣ というあとがきの一文は心して
聞く山川さんのメッセージだ。
　山川さんのご著書を拝読して、これまでも常に心地よい読後感
と清涼感を感じさせられてきた。それは歌舞伎や歌舞伎役者、そ
してそれに関わるあらゆる事柄を肯定的に受け取られる愛情の濃
密さと眼差しによるものだろう。全神経と五感で、良いところだ
けを感じ、それだけを受け取ろうという姿勢が心地よい。あたた
かく豊かな日本の心を伝えて、またここに貴重な一冊を手にする
ことの幸せに浸っている。 （淡交社刊・１６００円＋税）
 国立劇場顧問　織田 紘二（昭和42卒・75期）

　本書は、日本を代表する論理学・哲学者の一人である
高橋昌一郎氏による「限界シリーズ」の第３弾である。
『理性の限界』と『知性の限界』同様、本作でも、大学生や
会社員といった一般人から、行動経済学者や進化生物学
者といった専門家までさまざまな人物が一堂に会し、愛
と自由、そして死というトピックスを通して「感性」の限
界についてディスカッションを繰り広げる。その自由闊
達な雰囲気に、つい自分も参加しているような錯覚を覚
え、手を挙げて発言したくなってしまう。そして読後は、
魅力的に切り取られた数々の理論についてもっと知り
たくなり、巻末に挙げられた多くの参考文献を手に取っ
てしまう。本書はそのような自発的思考と行動を促す良書である。
　「理性」や「知性」に比べると、「感性」はより本能的なものであり、そ
れゆえ私たちのアイデンティティの根幹をなすものと思われるかもしれな
い。けれども本書は、その「感性」が、私たちの合理的思考を阻害したり、
さまざまな条件にいとも容易く翻弄されたりするだけでなく、それ自体が幻
想にすぎない可能性すらあることを鮮やかに提示する。つまり私たちのアイ
デンティティは大きく揺らぐこととなるわけだが、読後感は決して憂鬱なも
のではない。人生は不合理性・不自由性・不条理性のような感性の限界に充
ち溢れているにも拘らず、私たち人間は、しぶとく生き延びてきた。それ自
体が限界への挑戦であり、人間が持つ強さとしなやかさの発露であったこと
を本書は教えてくれる。
　蛇足ではあるが、今回本書を読んで、筆者が専門とする文学・演劇の分野
において、愛と自由、そして死が、遥か昔から繰り返し扱われてきたテーマ
である理由が分かったような気がした。限界があるからこそ、芸術家たちは
愛と自由、そして生に魅せられてきたのだし、これからもそれらを希求し続
けるのではないだろうか。 （講談社現代新書・７６０円＋税）
 石川県立大学専任講師　山岸 倫子

高橋昌一郎（本学教授）著
『感性の限界　不合理性・不自由性・不条理性』

限界があるから魅せられる！

文
）
著
『
鈴
木
史
郎
句
集　

飛
行
船
』
鋭
文
社
刊
・
１
５

７
５
円

◎ 

高
塩
博
（
昭
47
卒
・
80
期

史
、
昭
52
修
・
85
期
修
法
、

昭
55
修
・
88
期
博
後
法
、
本

学
教
授
）
著
『
近
世
刑
罰
制

度
論
考
―
社
会
復
帰
を
め
ざ

す
自
由
刑
―
国
学
院
大
学
法

学
会
叢
書
２
』
成
文
堂
刊
・

５
７
７
５
円

◎ 

楠
原
彰
（
本
学
名
誉
教
授
）

著
『
学
ぶ
、
向
き
あ
う
、
生

き
る　

大
学
で
の
「
学
び
ほ

ぐ
し
」
―
精
神
の
地
動
説
の

ほ
う
へ
』
太
郎
次
郎
社
エ
デ

ィ
タ
ス
刊
・
２
１
０
０
円

◎ 

石
崎
正
明
（
昭
30
卒
・
73
期

文
）著『
や
ま
と
言
葉
か
ら
宇

宙
へ（
下
）』美
し
い
日
本
文

化
研
究
所
刊
・
３
１
５
０
円

◎ 

千
明
守（
昭
56
卒
・
89
期
文
、

昭
58
修
・
91
期
博
前
日
文
、昭

61
修
・
94
期
博
後
日
文
、国
学

院
大
学
栃
木
短
期
大
学
教

授
、本
学
兼
任
講
師
）著『
平

家
物
語
屋
代
本
と
そ
の
周

辺
』お
う
ふ
う
刊
・
１
５
７
５

０
円

◎ 

岡
崎
直
也
（
平
元
卒
・
97
期

文
、
平
３
修
・
99
期
博
前
日

文
、
平
６
修
102
期
博
後
日

文
、
本
学
兼
任
講
師
）
共
編

『
レ
ポ
ー
ト
論
文
の
Ｓ
ｔ
ａ

ｒ
ｔ　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
―
書
け
る

自
分
を
作
る
』
お
う
ふ
う
刊

・
１
５
７
５
円

◎ 

林
田
孝
和
（
昭
39
卒
・
72
期

文
、
昭
41
修
・
74
期
博
前
日

文
、
昭
44
修
・
77
期
博
後
日

文
、
国
学
院
大
学
栃
木
短
期

大
学
教
授
）
編
『
源
氏
物
語

巻
別
古
注
釈
集
成　

第
34
帖

若
菜
上
』
お
う
ふ
う
刊
・
４

２
０
０
０
円

◎ 
松
坂
弘（
昭
33
卒
・
66
期
文
、

炸
短
歌
会
代
表
）著『
安
息
は

午
後
に
』砂
子
屋
書
房
刊
・
３

１
５
０
円

◎ 

鈴
木
英
治
（
昭
40
卒
・
73
期

政
経
）
著
『
聖
書
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
と
福
音
』
ス
ポ
ー

ツ　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ　

ジ
ャ

パ
ン
刊
・
２
４
１
５
円

◎ 

新
谷
尚
紀
（
本
学
教
授
）
著

『
お
辞
儀
、
胴
上
げ
、
拍
手

孝
＝
就
業
規
則
第
60
条
第
１
項

第
1
号
及
び
第
２
号
適
用
の
懲

戒
事
由
に
よ
り
、
同
第
61
条
第

1
号
適
用
に
よ
る
譴
責

 

（
以
上
６
月
12
日
付
）



　

41
歳
の
若
さ
で
自
ら
命
を
絶

っ
た
小
説
家
・
佐
藤
泰
志
（
昭

49
卒
・
82
期
哲
）
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
が
制
作
さ
れ
、
10
月

か
ら
都
内
の
映
画
館
な
ど
で
公

開
さ
れ
る
。

　

佐
藤
は
、
昭
和
24
年
北
海
道

函
館
市
生
ま
れ
。
本
学
文
学

部
哲
学
科
在
学
中
に
、
同
人

誌
「
黙
示
」「
立
待
」
な
ど
に

執
筆
。
卒
業
後
も
、
執
筆
活

動
を
続
け
、
昭
和
54
年
「
草
の

響
き
」
で
文
芸
誌
デ
ビ
ュ
ー
。

「
も
う
ひ
と
つ
の
朝
」
で
「
作

家
賞
」（
55
年
）
を
受
賞
し
た
。 

「
き
み
の
鳥
は
う
た
え
る
」
で

芥
川
賞
候
補
と
な
り
、
以
降
合

わ
せ
て
５
回
芥
川
賞
候
補
と
な

る
が
、
い
ず
れ
も
落
選
。
そ
の

後
「
海
炭
市
叙
景
」
を
「
雑
誌

す
ば
る
」
に
続
け
て
掲
載
し
、

平
成
２
年
に
41
歳
の
若
さ
で
こ

の
世
を
去
っ
た
。

　

平
成
22
年
に
は
、
代
表
作
で

あ
る
「
海
炭
市
叙
景
」
が
函
館

の
有
志
に
よ
る
発
案
、
熊
切
和

嘉
監
督
・
加
瀬
亮
主
演
で
映
画

化
さ
れ
、
大
き
な
注
目
を
浴
び

た
。

　

こ
の
ほ
ど
公
開
さ
れ
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
書
く

こ
と
の
重
さ
〜
作
家 

佐
藤
泰

志
」（
監
督
・
稲
塚
秀
孝
、
製

作
・
タ
キ
オ
ン
ジ
ャ
パ
ン
）

は
、
再
現
ド
ラ
マ
を
交
え
て
、

佐
藤
泰
志
の
執
筆
活
動
に
費
や

し
た
人
生
を
た
ど
る
。
出
演

は
、
佐
藤
泰
志
、
加
藤
登
紀
子

ほ
か
、
語
り
は
仲
代
達
矢
。

　

公
開
は
、
新
宿
Ｋ
‘
ｓ 

ｃ

ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
（
新
宿
区
）
や
北

海
道
内
の
映
画
館
な
ど
全
国
17

カ
所
で
。http://www.u-picc.

com/kaku-omosa/index.html

は
、
同
会
副
会
長
の
関
秀
二
教

学
事
務
部
長
に
よ
る
案
内
で
小

径
を
散
策
し
、
途
中
、
た
わ
わ

に
実
っ
た
ナ
ツ
メ
の
実
を
採
っ

て
味
わ
う
な
ど
思
い
思
い
に
初

秋
の
小
径
を
楽
し
ん
だ
。

　

午
後
の
部
は
城
﨑
陽
子
本
学

兼
任
講
師
（
平
２
修
・
98
期
博

後
文
）
に
よ
る
講
演
「
持
統
天

皇
と
伊
勢
行
幸
」
が
行
わ
れ

た
。
今
年
式
年
遷
宮
を
迎
え
る

伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
詠
ま
れ
て

い
る
万
葉
集
の
歌
を
紹
介
し
つ

つ
、
持
統
天
皇
と
伊
勢
神
宮
の

関
係
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
関
副
会
長

か
ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
、
全
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
了
し
た
。

　ホームカミングデー専用の
Facebookページを開設しました。
各イベントの詳細について公開し
ています。また、変更となった企画

や準備状況なども順次公開していく
予定ですので、ぜひご覧ください。
ht tps : //www. facebook .com/
kokugakuin.hcd
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国
学
院
大
学
で
は
、
院
友
（
卒
業
生
）

を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
」
を
11
月
２
日
（
土
）
に
開
催

す
る
。

　

５
回
目
と
な
る
今
年
は
、
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
と
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
同

時
開
催
と
し
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
今
年
３
月
に
は
じ
め
て
卒
業
生

を
送
り
出
し
た
人
間
開
発
学
部
の
院
友
を

対
象
に
落
語
の
鑑
賞
会
と
懇
親
会
を
開
催

す
る
予
定
だ
。「
社
会
に
出
て
半
年
、
職

場
環
境
に
も
慣
れ
た
頃
だ
と
思
う
が
、
ま

だ
ま
だ
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
院
友

も
多
い
は
ず
。
懇
親
会
で
は
恩
師
や
友
人

と
会
話
す
る
こ
と
で
解
決
の
糸
口
も
見
つ

か
る
で
し
ょ
う
。
人
間
開
発
学
部
卒
業
生

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
業

務
に
当
た
っ
て
欲
し
い
。
今
回
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
そ
の
よ
う
な
意
味
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
、
人
間
開
発
学
部

長
の
新
富
康
央
教
授
は
語
る
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
文
学
部
・
経
済

学
部
・
法
学
部
・
神
道
文
化
学
部
の
院
友

を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
。
今
年
度
は
「
親
子
で
参
加
で
き
る

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
や
授
乳
室
な
ど
を
設
置
、

小
さ
い
お
子
さ
ん
を
持
つ
院
友
が
安
心
し

て
参
加
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
予
定

だ
。
ま
た
、
今
回
は
本
学
歴
史
地
理
学
研

究
室
と
関
係
が
深
い
岩
手
県
一
関
市
も
協

力
し
て
、
祝
い
の
場
で
行
う
餅
つ
き
や
神

楽
舞
な
ど
を
披
露
す
る
。

　

今
回
、
招
待
状
を
発
送
す
る
期
（
招
待

期
）
は
、
卒
業
期
の
末
尾
が
７･

８･

９

期
、
112
期
、
121
期
と
な
る
が
、
そ
れ
以

外
の
院
友
も
参
加
可
能
。
各
イ
ベ
ン
ト

に
関
す
る
詳
細
は
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
専
用
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

ペ
ー
ジ
（https://www.facebook.com/

kokugakuin.hbd

）
で
公
開
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
校
友
課
（
☎
０
３
・
５
４
６
６

・
０
７
８
９
）
ま
で
。

11月２日にホームカミングデーを開催
Facebookページ

開会セレモニー 13：45～14：00
東儀秀樹客員教授特別講義 14：00～15：30
大学を知る講座 15：45～16：45
BestPartner凱旋ライブ 17：10～18：00
サロンコンサート 11：30～13：00
一関市祝い餅つき振舞い隊 11：15～／12：30～
一関市神楽舞 12：00～12：30
博物館ミュージアムトーク 11：30～／13：00～
図書館展示解説 11：00～／12：30～
万葉エコBeeプロジェクト
展示解説

11：00～／13：30～／
15：00～

OB・OG・在学生イベント 11：30～／12：30～／
15：30～／16：30～ 

キッズルーム 11：00～17：00
懇親会 14:00～／16:00～

開会セレモニー＆基調講演 13：30～14：00
落語鑑賞会 14：15～15：15
懇親会 15：30～17：00
こくぴょんと記念撮影 15：30～17：00
万葉エコBeeプロジェクト
展示解説

15：30～17：00

受付開始 10：30～

受付開始 13：00～

渋　谷

たまプラーザ

昨
年
度
の
模
様

携帯電話の方は 
QRコードからアクセス→

　入学課では、平成26年度公募制自己推薦（ＡＯ型）入学
試験（経済学部はＫ-ＥＮＴ２・３のみ）の願書受付を10
月１日（火）から開始する。期間は10月８日（火）まで。

　また、社会人特別選考や神道学専攻科の募集を始め
ますので、受験を検討されている方は入学課まで連絡
を。（☎０３・５４６６・０１４１）

入試制度 試験日 出願期間
（消印有効） 合格発表日 入学手続期間

（消印有効）
公募制自己推薦
（AO型）

経済学部
（K-ENT2・3）

11/10（日） 10/1（火）～
　10/8（火）

【１次】
　10/24（木） 

【最終】
　11/21（木）

11/25（月）～
　11/30（土）

文・神道文化・
法・人間開発学部

社会人特別選考（第Ⅰ期） 10/9（水）～
　10/16（水）

11/21（木） 12/5（木）～
　12/12（木）神道学専攻科 11/24（日） 12/3（火）

平成26年度推薦・特選入学試験一覧（学部）

推薦入学試験募集始まる AO入試は10月１日から

　神道文化学部主催による観月祭を10月19日（土）渋谷キャンパス神
殿前で午後４時から斎行する。
　この祭は、今年度で４回目。雅楽の演奏や神楽舞の奉納など本学神
道文化学部学生が主体となって行われる。事前申込不要。
　また、今回は観月祭の前に石井研士神道文化学部長・教授と英字
新聞「Ｔｈｅ Ｊａｐａｎ Ｎｅｗｓ」編集長との対談も予定されてい
て、例年にも増して賑わいそうだ。詳しい内容に関する問い合わせは
神道文化学部（☎０３・５４６６・０２０９）または、広報課（☎０
３・５４６６・０１３０）まで。

観月祭斎行を決定神道文化学部

秋
の
夜
長
に
幻
想
的
な
舞
を
奉
納

（
昨
年
度
の
様
子
）

国
学
院
大
学
文
化
講
演
会

▼
10
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時

〜
午
後
２
時
30
分
▼
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
百
周
年
記
念
館
記
念
講

堂
▼
テ
レ
ビ
番
組
の
コ
メ
ン
テ

ー
タ
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る

作
家
の
岩
下
尚
史
氏
（
昭
61
卒

・
94
期
文
）
が
「
月
並
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催

す
る
。
▼
参
加
費
無
料
。
事
前

予
約
制
。
内
容
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
事
業
課
ま
で
（
☎
０
３
・
５

４
６
６
・
０
７
６
９
）。

◇　
　

◇　
　

◇

神
道
文
化
学
部
主
催
「
神
道
文

化
学
部
×
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
」

▼
10
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
午
後
３
時
▼
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常

磐
松
ホ
ー
ル
▼
日
刊
英
字
新
聞

「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｎ
ｅ

ｗ
ｓ
」
編
集
長
と
神
道
文
化
学

部
長
・
石
井
研
士
教
授
が
「
日

本
文
化
の
世
界
へ
の
発
信
」
を

テ
ー
マ
に
対
談
。
▼
事
前
申
込

不
要
。
一
般
の
方
の
参
加
自

由
。

◇　
　

◇　
　

◇

公
開
学
術
講
演
会
『
和
銅
官
命

と
古
風
土
記
の
編
纂
』

▼
10
月
26
日
（
土
）
午
後
３
時

〜
午
後
４
時
30
分
▼
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
▼
参
加
費
無

料
。
事
前
申
込
制
。
内
容
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
研
究
開
発

推
進
機
構
事
務
課
ま
で
（
☎
０

３
・
５
４
６
６
・
０
９
２
５
）

◇　
　

◇　
　

◇

人
間
開
発
学
部
主
催
『
共
育
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

▼
10
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
▼
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

キ
ャ
ン
パ
ス
▼
親
子
で
参
加
で

き
る
体
操
教
室
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
会
、
科
学
実
験
教
室
な

ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
▼
参
加
費
無

料
。
一
部
事
前
申
込
制
。
内
容

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
ま
で
（
☎
０

４
５
・
９
０
４
・
７
７
０
０
）

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

万
葉
集
に
は
多
く
の
植
物
が

登
場
す
る
。
そ
の
数
は
約
１
５

０
０
首
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
花
々
を
切
り
口

に
し
て
、
万
葉
集
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
学
教
職
員

の
有
志
が
集
ま
り
、
万
葉
の
花

の
会
を
発
足
。
平
成
５
年
か
ら

毎
年
万
葉
集
に
ち
な
ん
だ
講
演

会
や
万
葉
の
植
物
の
鑑
賞
会
を

行
っ
て
い
る
。

第
21
回 

万
葉
の
花
の
会

2
6
3
人
が
参
加

と
縵
児
の
物
語
」
が
行
わ
れ

た
。
万
葉
集
に
は
恋
愛
に
関
す

る
歌
も
多
く
詠
ま
れ
て
い
る

が
、
中
に
は
は
か
な
く
散
る
花

を
美
し
い
女
性
に
た
と
え
た
歌

も
多
い
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
午

前
の
部
は
終
了
し
た
。

　

昼
食
は
事
前
予
約
を
し
た
参

加
者
に
「
万
葉
弁
当
」
が
販
売

さ
れ
た
。
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
万
葉
集
に
登
場
す

る
植
物
が
植
栽
さ
れ
て
い
て
、

一
部
は
「
万
葉
の
小
径
」
と
呼

ば
れ
る
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
る
。
食
後
、
希
望
者

　

21
回
目
と
な
る
今
年
は
、
９

月
４
日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
朝
か
ら

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
あ
っ
た

が
、
２
６
３
人
が
参
加
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
同
会
会
長
の

辰
巳
正
明
文
学
部
教
授
か
ら
開

会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
午
前

の
部
と
し
て
講
演
会
が
行
わ
れ

た
。

　

第
１
部
は
、「
幸
せ
を
招
く

蛇
」
と
題
し
加
藤
季

夫
本
学
副
学
長
・
人

間
開
発
学
部
教
授
に

よ
る
講
演
会
が
行
わ

れ
た
。
今
年
の
干
支

で
あ
る
「
蛇
」
に
つ

い
て
古
事
記
の
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
を

解
説
。
頻
繁
に
氾
濫

を
起
こ
す
河
川
を
大

蛇
に
例
え
伝
え
た
の

で
は
な
い
か
と
説
明

し
た
。
第
2
部
は
本

会
会
長
の
辰
巳
教
授

に
よ
る
講
演
「
桜
児

開
会
の
辞
を
述
べ
る
辰
巳
会
長

加
藤
教
授
に
よ
る
講
演

卒
業
生
・
佐
藤
泰
志

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
に



る
語
彙
力
・
読
解
力
に
つ
い
て

身
近
な
例
を
用
い
た
わ
か
り
や

す
い
講
義
で
あ
っ
た
。
保
護
者

の
方
々
は
、
時
に
う
な
ず
き
、

時
に
笑
い
な
が
ら
大
変
興
味
深

い
様
子
で
聴
い
て
い
て
、
大
学

に
お
け
る
授
業
の
一
端
を
垣
間

見
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う

だ
。

　

そ
の
後
、
同
教
授
か
ら
「
大

学
の
現
状
」
と
し
て
昨
年
度
の

創
立
１
３
０
周
年
記
念
行
事
、

学
生
の
活
動
、
入
試
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た

説
明
に
先
立
ち
、
保
護
者
の
方

々
が
大
学
と
一
緒
に
な
っ
て
学

生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と

へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
。
次
い
で
教
務
、
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
、
学
生
生
活
の
３
課

か
ら
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
教

務
課
は
前
年
度
の
進
級
・
卒
業

率
、
単
位
修
得
と
出
席
率
の
関

係
性
な
ど
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
説
明
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ

ー
ト
課
か
ら
は
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

を
含
め
た
今
年
度
の
就
職
状
況

に
関
す
る
説
明
と
、
保
護
者
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
対
策

　

７
月
27
日
、
五
島
軒
本
店

（
函
館
市
）
で
若
木
育
成
会
北

海
道
道
南
支
部
の
集
い
が
開

催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
８
人

で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
中
、
ま
ず
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
議
事
と

し
て
事
業
・
収

支
決
算
報
告
の

承
認
、
今
年
度

事
業
計
画
お
よ

び
予
算
案
の
承

認
、
役
員
の
改

選
と
新
役
員
の

あ
い
さ
つ
が
な

さ
れ
、
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

　

「
大
学
と
の

懇
談
会
」
で

は
、
ま
ず
成
田

信
子
人
間
開
発

学
部
副
学
部
長
・
教
授
に
よ
る

小
講
演
「
大
学
生
に
求
め
ら
れ

る
国
語
力
」
が
行
わ
れ
た
。
最

近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
日
本
語
の

慣
用
句
や
、
漢
字
の
読
み
書
き

な
ど
を
問
う
番
組
を
よ
く
目
に

す
る
。
そ
の
背
景
に
核
家
族
化

し
、
親
や
教
員
以
外
の
大
人
と

話
す
機
会
が
少
な
い
現
代
の
大

学
生
と
社
会
と
の
間
で
の
隔
た

り
が
あ
り
、
正
し
い
日
本
語
が

彼
ら
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
危
機

感
が
あ
る
。
ま
た
学
生
自
身
も

社
会
に
出
る
に
あ
た
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
正
し
い
言
葉
づ
か
い

を
身
に
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
不

安
に
思
っ
て
い
る
現
状
が
説
明

さ
れ
た
。
大
学
生
に
求
め
ら
れ
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第
46
回
院
友
都
立
高
等
学
校

部
会
の
総
会
が
、
６
月
23
日
午

後
２
時
30
分
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

常
磐
松
ホ
ー
ル
で
、
新
人
会
員

５
人
を
含
む
会
員
22
人
が
出
席

し
、
大
学
関
係
者
を
来
賓
に
迎

え
て
開
催
さ
れ
た
。

　

小
村
健
二
都
立
浅
草
高
等
学

校
校
長
（
昭
56
卒
・
89
期
文
）

に
よ
る
会
長
あ
い
さ
つ
、
大
学

を
代
表
し
て
高
橋
大
助
教
職
課

程
・
教
員
免
許
状
更
新
講
習
専

門
委
員
長
・
文
学
部
教
授
と
、

同
会
特
別
会
員
で
あ
る
橋
本
喜

一
和
洋
九
段
中
学
高
等
学
校
校

長
（
昭
46
卒
・
79
期
文
２
）
が

来
賓
あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
、
平

成
24
年
度
活
動
・
会
計
・
監
査

報
告
、
平
成
25
年
度
役
員
選
出

・
活
動
計
画
案
・
予
算
案
が
提

出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ

た
。

　

総
会
後
、
古
川
泰
代
町
田
高

等
学
校
（
定
時
制
）
主
任
教
諭

（
平
12
卒
・
108
期
史
）
に
よ
る

「
モ
ノ
を
通
し
て
考
え
さ
せ
る

授
業
〜
朝
鮮
出
兵
を
例
と
し
て

〜
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

た
。

　

授
業
に
興
味
関
心
を
も
た
せ

る
工
夫
と
し
て
、
モ
ノ
（
資

料
）
の
活
用
を
実
践
し
て
き
た

例
を
披
露
。
成
功
例
・
失
敗
例

を
踏
ま
え
た
発
表
か
ら
、
多
様

な
視
点
を
も
た
せ
る
こ
と
、
他

者
を
理
解
す
る
こ
と
、
学
習
効

果
が
あ
り
か
つ
記
憶
に
残
る
授

業
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
と
い
う
試
行
錯
誤
の
軌
跡

が
発
表
さ
れ
た
。

　

続
く
新
人
紹
介
・
実
践
報
告

で
は
、
５
人
の
新
人
が
こ
の
３

ヶ
月
の
現
状
を
報
告
。
前
任
校

で
あ
る
私
立
学
校
と
の
違
い

や
、
授
業
へ
の
興
味
喚
起
、
生

　マスコミ業界で活躍中の国学院大学卒業生
が組織する、「マスコミ院友会」の平成25年度
総会と、同会会員とマスコミ界志望の本学学
生との交流を図る第18回マスコミジェネレー
ション交流会が、７月17日夕方、渋谷キャン
パス若木タワー有栖川宮記念ホールで開催さ
れた。
　午後６時30分からの総会では、会務報告・
収支決算報告などが行われ、総会終了後の午
後７時10分から交流会が開催された。マスコ
ミ各界で活躍している院友約20人と、マスコミ界へ
の就職志望の学生やマスコミ関係に就職が内定して
いる学生約80人、大学関係者約10人が出席した。
　はじめに岩崎勉同会副会長（昭35卒・68期文）か
らあいさつがあり、その中でマスコミ志望の学生た
ちに、激動の日本社会の状況を捉えるため、新聞の
購読を強く薦め、新聞の情報からマスコミを目指す
ための情報を得てほしいとのエールが送られた。
　続いて現在マスコミ志望学生のための勉強会「院
友マスコミ塾」の会員である第16期を対象とした、
成績優秀者表彰に移り、最優秀賞・優秀賞の３人が
表彰された。
　その後、来賓紹介に引き続き、坂本一登就職部長
・法学部教授と、国学院大学院友会の宇井克彦常務
理事が祝辞を述べ、原田佳昌キャリアサポート課長
の発声で乾杯、懇談に移った。学生たちはマスコミ
で活躍している院友や、今年内定を得たばかりの在
学生の先輩たちとの情報交換を行った。
　懇談の中ほどで、マスコミ院友による自己紹介を
兼ねたスピーチや、マスコミ志望学生たちの決意表
明が行われるなど、院友・学生双方にとって有意義
な会となったようだ。

院
友
都
立
高
校
部
会
総
会

若
木
育
成
会
支
部
の
集
い
ル
ポ
②

北
海
道
道
南
支
部

７
月
27
日
五
島
軒
本
店

離
れ
て
暮
ら
す
父
母
の
不
安
解
消
に

世
代
を
超
え
た
交
流
も
　
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会

マスコミ院友会が
総会を開催

　
陸
上
競
技
部

　
第
90
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）
予
選
会

　

10
／
19
（
土
）
午
前
９
時
35
分
ス
タ
ー
ト
。
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地

〜
立
川
市
街
地
〜
国
営
昭
和
記
念
公
園
の
20
キ
ロ
で
本
選
出
場
を
争
う
。

詳
細
は
、
同
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
・
院
友
か
ら

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
大
雨
・
突
風
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
学
生
・
保
護
者
の
皆
様
へ

　

山
口
県
、島
根
県（
７
月
発
生
）、岩
手
県
、秋
田
県（
８
月
発
生
）で
の
大

雨
、埼
玉
県
内
で
の
突
風（
９
月
発
生
）な
ど
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

に
は
、心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
災
害
で
被
害
に
遭

い
、今
後
の
家
計
が
急
変
し
学
業
生
活
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
の
あ
る
学

生
は
保
護
者
と
相
談
の
う
え
、下
記
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
学
生
生
活
課
：
☎
０
３
・
５
４
６
６
・
０
１
４
６
／
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事

務
課
：
☎
０
４
５
・
９
０
４
・
７
７
０
５
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
英
語
ガ
イ
ド
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

　
〈
国
学
院
大
学
英
語
検
定
試
験
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

　

12
／
１
（
日
）
午
前
９
時
集
合
、
午
後
４
時
30
分
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
解

散
予
定
。
参
加
費
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
、
東
京
タ
ワ
ー
大
展
望
台
等
入

場
料
金
、
旅
行
傷
害
保
険
代
等
を
含
む
）。
プ
ロ
の
通
訳
案
内
士
に
よ
る
英

語
ガ
イ
ド
を
聞
き
な
が
ら
、
観
光
バ
ス
に
乗
っ
て
東
京
都
内
の
名
所
を
巡

る
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は
、
10
／
30
（
水
）
午
後
５
時
。
申
し
込
み
と

問
い
合
わ
せ
は
、
文
学
部
資
料
室
（
若
木
タ
ワ
ー
11
階
）
へ
。
参
加
者
が

定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
募
集
を
終
了
す
る
。

　

 

英
語
で
日
本
文
化
体
験
（
能
楽
鑑
賞
）

〈
国
学
院
大
学
英
語
検
定
試
験
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

　

12
／
12
（
木
）
午
前
11
時
45
分
観
世
能
楽
堂
集
合
、
午
後
４
時
30
分 

現

地
解
散
予
定
。
参
加
費
１
０
０
０
円
。
英
語
解
説
つ
き
の
能
楽
鑑
賞
体

験
。
英
語
で
の
講
義
の
後
、「
小
袖
曽
我
」
と
「
鉄
輪
」
を
鑑
賞
す
る
。
申

し
込
み
締
め
切
り
は
、
11
／
13
（
水
）
午
後
５
時
。
申
し
込
み
と
問
い
合

わ
せ
は
、
文
学
部
資
料
室
（
若
木
タ
ワ
ー
11
階
）
へ
。
参
加
者
が
定
員
に

達
し
た
場
合
は
、
募
集
を
終
了
す
る
。

　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
履
歴
書
対
策
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

10
／
９
（
水
）
４
限
・
５
限
（
２
コ
マ
連
続
）
に
開
催
。
書
類
選
考
の

基
礎
知
識
を
学
ぶ
。

　

業
界
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

10
／
16
（
水
）
４
限
に
開
催
。
企
業
情
報
を
集
め
る
上
で
注
目
す
る
点

に
つ
い
て
解
説
。

　

自
己
Ｐ
Ｒ
対
策
講
座

　

Ａ
コ
ー
ス
は
10
／
23
（
水
）
３
限
と
10
／
26
（
土
）
３
限
に
、
Ｂ
コ
ー

ス
は
10
／
23
（
水
）
５
限
・
10
／
26
（
土
）
４
限
に
開
催
。
自
分
ら
し
い

Ｐ
Ｒ
方
法
を
講
義
と
ワ
ー
ク
形
式
で
発
見
。

　

以
上
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
。
申
し
込
み
方
法
は
Ｋ
―
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ

Ｙ
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
確
認
を
。

講
座
・
学
会
等
の
ご
案
内

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

岩
崎
副
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
る
受
賞
者

韓
国
の
絵
本
や
亀
甲
船
の
模
型
な
ど
を
活
用
し
た
授
業
を

紹
介
す
る
古
川
教
諭

参加者を前に講演する成田信子人間開発学部副学部長

教員免許更新講習会を開催 延べ245人が受講

　教員に必要な資質能力が保持
されるよう、平成21年度から導
入された「教員免許更新制度」。
更新には、30時間以上の免許状
更新講習の受講・修了が義務付
けられている。

　本学では７月31日から８月３
日まで、渋谷キャンパスで中学
高等学校の教員免許更新講習会
が、たまプラーザキャンパスで
小学校の教員免許更新講習会が
開催され、必修領域の講習会は
131人が、選択領域の講習会は
114人が受講した。
　選択領域の講習会のひとつで
ある「日本史研究の最前線」で
は、本学所蔵の貴重資料も展示
解説され、本学ならではの更新
講習会となった。

谷
口
雅
博
文
学
部
准
教

授
に
よ
る
講
習
会

徒
と
の
接
し
方
な
ど
日
頃
苦
慮

し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
た
。
目

の
前
で
次
々
起
こ
る
問
題
を
、

課
題
と
し
て
捉
え
、
解
決
し
て

い
こ
う
と
す
る
姿
勢
に
、
会
場

の
先
生
は
大
き
く
う
な
ず
き
、

そ
の
後
の
懇
親
会
で
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
健
康
体
育
学
科
１
期

生
と
し
て
中
学
校
で
活
躍
し
て

い
る
教
諭
か
ら
は
、
保
健
体
育

は
人
間
関
係
が
よ
く
み
え
る
た

め
、
授
業
で
の
気
に
な
っ
た
こ

と
を
担
任
の
先
生
へ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
、
生
徒
指
導
を
し

て
い
る
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

今
回
は
講
演
会
と
新
人
実
践

報
告
を
、
将
来
教
師
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
３
年
生
８

人
が
聴
講
し
、
最
後
に
お
礼
の

言
葉
と
と
も
に
２
年
後
は
発
表

側
に
立
つ
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

午
後
５
時
過
ぎ
か
ら
は
、
場

所
を
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
「
若
木

が
丘
」
に
移
し
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。

講
座
の
紹
介
、
個
人
面
談
の
活

用
も
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
学
生

生
活
課
か
ら
は
課
外
活
動
の
状

況
や
奨
学
金
制
度
、
保
健
室
利

用
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、

教
務
・
就
職
以
外
で
困
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
学
生
生
活
課
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
伝

え
た
。

　

３
課
か
ら
の
説
明
の
後
、
教

務
課
員
と
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

課
員
が
そ
れ
ぞ
れ
成
績
、
就
職

に
つ
い
て
個
人
面
談
を
行
っ

た
。
学
生
の
科
目
の
履
修
状
況

・
出
席
状
況
や
就
活
状
況
を
説

明
す
る
こ
と
で
、
学
生
と
離
れ

て
暮
ら
し
て
い
る
父
母
の
不
安

点
を
少
し
で
も
解
消
す
る
べ

く
、
時
間
の
許
す
限
り
面
談
を

行
っ
た
。

　

当
日
は
、
時
折
雨
が
ぱ
ら
つ

く
あ
い
に
く
の
天
気
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
、
本
会
に
参
加
さ

れ
た
父
母
に
は
あ
り
が
た
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
面

談
な
ど
で
い
た
だ
い
た
意
見
、

不
安
を
受
け
止
め
、
今
後
の
学

生
支
援
に
役
立
て
た
い
。

（
教
務
課
課
長
補
佐
・
飯
塚
陽

子
）



さ
れ
た
。
本
学
卓
球
部
は
男
女

と
も
に
、
所
属
す
る
２
部
リ
ー

グ
に
出
場
。
男
子
は
、
５
試
合

を
戦
っ
て
１
勝
４
敗
。
得
失

点
差
で
わ
ず
か
に
及

ば
ず
最
下
位
に
。
10

月
６
日
（
日
）
に
行

わ
れ
る
入
れ
替
え
戦

に
、
２
部
残
留
を
か

け
る
。

　

女
子
は
、
同
じ
く

５
試
合
を
戦
っ
て
、

４
勝
１
敗
の
２
位
。

春
季
リ
ー
グ
に
続
い

て
１
部
７
位
の
日
本
体
育
大
と

の
入
れ
替
え
戦
に
挑
む
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
６
月
27
日
か

ら
30
日
ま
で
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
豊

田
（
愛
知
県
豊
田
市
）
で
行
わ

れ
た
第
83
回
全
日
本
大
学
総
合

卓
球
選
手
権
大
会
（
日
本
学
生

卓
球
連
盟
主
催
）
の
団
体
の
部

で
は
、
男
子
・
女
子
と
も
に
予

選
リ
ー
グ
を
通
過
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。
男
子
は

中
京
学
院
大
を
退
け
た
が
筑
波

大
に
敗
れ
ベ
ス
ト
16
。
女
子

は
、
龍
谷
大
に
敗
れ
、
１
回
戦

敗
退
で
あ
っ
た
。

K
―
D
N
A
夏
号
（
６
１
５
号
）
に
お
い

て
、
卓
球
部
が
関
東
学
生
卓
球
連
盟
１
部
リ
ー

グ
に
昇
格
し
た
こ
と
が
な
い
と
記
載
し
ま
し
た

が
、
昭
和
41
（
春
）・
44
（
秋
）
〜
46
（
春
）

年
度
に
1
部
リ
ー
グ
に
在
籍
し
て
お
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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本
学
か
ら
２
人
、日
本
代
表
に

第
39
回 

日
米
大
学
野
球

２回戦で完封勝利の柿田君

　

東
都
大
学
野
球
連
盟
の
秋
季

１
部
リ
ー
グ
戦
が
９
月
７
日
に

神
宮
球
場
で
開
幕
し
た
。
今
年

度
春
季
リ
ー
グ
戦
で
は
優
勝
争

い
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
３
位
に

終
わ
っ
た
硬
式
野
球
部
は
、
開

幕
日
の
第
２
試
合
に
登
場
。
春

季
２
部
リ
ー
グ
で
優
勝
し
、
初

め
て
１
部
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た

拓
殖
大
学
と
対
戦
し
た
。

　

開
幕
投
手
を
務
め
た
の
は
、

昨
年
春
季
リ
ー
グ
か
ら
４
期
連

続
と
な
る
杉
浦
稔
大
君
（
日
文

４
）。
立
ち
上
が
り
か
ら
制
球

に
苦
し
み
、
５
回
５
失
点
で
降

板
、
打
線
も
快
音
が
聞
か
れ
ず

２
―
８
で
初
戦
を
落
と
し
た
。

　

翌
８
日
の
２
回
戦
は
、
春
季

リ
ー
グ
で
リ
ー
グ
戦
初
勝
利
を

挙
げ
た
柿
田
竜
吾
君
（
法
４
）

が
先
発
。
２
回
裏
に
味
方
が
２

本
の
適
時
打
で
２
点
を
先
制
す

る
と
、
柿
田
君
は
被
安
打
４
・

３
奪
三
振
無
四
死
球
の
好
投

で
、
２
点
差
を
守
り
完
封
勝
利

を
収
め
た
。

　

対
戦
成
績
１
勝
１
敗
で
迎
え

た
３
回
戦
は
、
９
日
正
午
に
試

合
が
始
ま
っ
た
。
本
学
の
先
発

投
手
は
、
リ
ー
グ
戦
で
初
め
て

先
発
に
起
用
さ
れ
た
土
倉
将
君

（
健
体
２
）。
前
日
に
続
き
、

本
学
が
２
点
を
先
制
す
る
と
、

土
倉
君
は
、
６
回
ま
で
相
手
打

線
を
被
安
打
２
・
無
失
点
に
抑

え
、
試
合
を
作
っ
た
。
し
か

し
、
７
回
に
走
者
を
許
し
敵
失

で
１
点
を
失
う
。
こ
こ
で
土
倉

君
か
ら
前
日
完
封
勝
利
の
柿
田

君
に
交
代
。
柿
田
君
は
交
代
直

後
に
ス
ク
イ
ズ
で
同
点
と
さ
れ

る
も
、
後
続
を
絶
ち
、
逆
転
は

許
さ
な
か
っ
た
。

　

開
幕
２
戦
で
と
も
に
２
得
点

と
湿
り
が
ち
の
打
線
は
９
回

表
、
山
下
幸
輝
君
（
経
ネ
２
）

が
安
打
で
出
塁
。
２
死
と
な

っ
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か

る
中
、
果
敢
に
二
盗
を
決
め
、

好
機
を
広
げ
た
。こ
こ
で
、
昨

日
も
決
勝
打
を
放
っ
た
柴
田
竜

拓
君
（
経
１
）
が
連
日
の
適
時

打
で
２
塁
か
ら
山
下
君
が
生
還

　人間開発学部地域ヘルスプロモーションセンター
（センター長：一正孝教授）では、神奈川県相模原市
のＮＰО法人チームさがみはらプラスと協力し、スポ
ーツを通じた青少年の育成活動を行っている。９月
２日には同法人が経営するサッカークラブ「ティガ
ー相模原ＦＣ」に所属する中学生15人がたまプラーザ
キャンパスを訪れ、心理テストと体力検査、筋肉量な
どの測定を行った。
　同法人とは平成23年から連携を開始し、今年から
は、本学相模原グラウンドで実施している同クラブの
練習に人間開学部の教員が赴き、ビデオ分析に基づい
たアドバイスなども行っている。
　今後は今回の測定結果を地域ヘルスプロモーション
センターで分析し、それを基に同クラブの指導者と今
後のトレーニングメニューについて検討する予定だ。

ティガー相模原ＦＣ測定会
人間開発学部が協力

　

９
月
３
日
・
４
日
の
日
程

で
、
千
葉
県
白
子
町
で
行
わ
れ

た
平
成
25
年
度
第
90
回
首
都
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
秋
季
リ
ー
グ

戦
・
男
子
１
部
で
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
が
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

初
戦
の
城
西
大
学
、
第
２
戦

り
最
終
戦
へ
、
相
手
は
本
学
と

同
じ
く
今
ま
で
全
勝
し
て
い
る

東
海
大
学
。
ま
さ
に
優
勝
を
か

け
た
一
戦
と
な
っ
た
が
、
善
戦

及
ば
ず
惜
敗
、
同
リ
ー
グ
戦
３

連
覇
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
９
月
４
日
・
５
日
の

日
程
で
同
じ
く
千
葉
県
白
子
町

で
開
催
さ
れ
た
平
成
25
年
度
首

都
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
お
い

て
、
同
部
の
齋
藤
翔
一
君
（
史

１
）
と
石
川
亮
輔
君
（
法
４
）

の
ペ
ア
が
、
各
大
学
の
エ
ー
ス

と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
昨
年
度

に
続
き
１
３
８
ペ
ア
の
頂
点
に

立
っ
た
。

東
京
国
体
に
出
場
へ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

山
崎
君

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
山
崎
仁
大
君
（
健

体
４
）
が
第
68
回
国
民
体
育
大
会
の
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
（
成
年
男
子
）
に
長
野
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
。

　

山
崎
君
は
６
月
に
行
わ
れ

た
長
野
県
国
体
予
選
ダ
ブ
ル

ス
で
１
位
、
続
く
東
京
国
体

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
２

位
と
な
り
、
本
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。

　

同
大
会
は
10
月
６
日

（
日
）・
７
日
（
月
）、
世
田

谷
区
立
総
合
運
動
場
と
同
大

蔵
第
二
運
動
場
で
開
催
さ
れ

る
。

　

７
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
、

国
内
４
ヶ
所
の
球
場
で
開
催
さ

れ
た
第
39
回 

日
米
大
学
野
球

選
手
権
大
会（
全
日
本
大
学
野

球
連
盟
・
読
売
新
聞
社
主
催
）の

大
学
日
本
代
表
に
、杉
浦
稔
大

君（
投
手
・
日
文
４
）と
石
川
良

平
君（
捕
手
・
健
体
４
）の
２
人

が
硬
式
野
球
部
か
ら
選
ば
れ

た
。こ
の
他
、コ
ー
チ
に
鳥
山
泰

孝
本
学
硬
式
野
球
部
監
督（
平

10
卒
・
106
期
法
）が
選
ば
れ
て
い

る（
６
１
２
号
既
報
）。

　

杉
浦
君
は
、
第
１
戦
で
３
番

手
と
し
て
登
板
し
、
２
回
を
投

げ
２
失
点
。
第
４
戦
で
は
先
発

し
た
が
、
立
ち
上
が
り
か
ら
相

手
打
線
に
打
ち
込
ま
れ
、
０
回

２
／
３
で
４
失
点
。
悔
い
の
残

る
日
の
丸
を
背
負
っ
て
の
マ
ウ

ン
ド
と
な
っ
た
。

　

石
川
君
は
、第
１
戦
で
守
備

固
め
と
し
て
登
場
し
、マ
ス
ク

を
被
っ
た
が
、打
席
は
回
っ
て

こ
な
か
っ
た
。第
４
戦
で
は
、１

塁
手
で
先
発
出
場
。３
打
数
１

安
打
１
打
点
の
結
果
だ
っ
た
。

　

大
会
は
、
２
勝
２
敗
で
迎
え

た
第
５
戦
を
日
本
チ
ー
ム
が
制

し
て
、
２
大
会
ぶ
り
17
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
。

　

９
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
、

秋
季
関
東
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦

（
関
東
学
生
卓
球
連
盟
主
催
）

が
大
田
区
総
合
体
育
館
で
開
催

首
都
学
生
秋
季
リ
ー
グ
戦

１
部
で
準
優
勝

ダ
ブ
ル
ス
選
手
権（
男
子
）は
優
勝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

３
階
級
で
３
位

柔
道
部

初
の
３
部
昇
格

水
泳
部お詫びと訂正

卓球福井代表に芦原さん国 体

男子ダブルスで優勝を果
たした齋藤・石川ペア

東
京
国
体
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
山
崎
君

リ
ー
グ
戦・大
会
成
績

卓
球
部

大
正
大
戦
の
蛯
原（
右
）・
藤
原
ペ
ア

全
日
本
男
子
監
督
と
し
て

坂
本
監
督
が
同
行

柔
道 

グ
ラ
ン
プ
リ・ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

　

柔
道
の
国
際
大
会
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
が
７
月
13
日
・
14
日
の
日
程
で
モ
ン
ゴ
ル
国
の
首
都
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
で
開
催
さ
れ
、
坂
本
大
記
本
学
柔
道
部
監
督

（
平
10
卒
・
106
期
文
）
が
全
日
本
男
子
監
督
と
し
て
同
行
し

た
。
同
大
会
は
国
際
柔
道
連
盟
（
Ｉ
Ｊ
Ｆ
）
の
グ
ラ
ン
プ
リ

シ
リ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
で
、
今
年
度
大
会
に
は
20
カ
国
１
４
５

人
が
出
場
し
た
。

　

東
京
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
（
男
子
32
回 

女
子
29

回
・
東
京
学
生
柔
道
連
盟
主

催
）
が
９
月
１
日
に
日
本
武
道

館
で
行
わ
れ
た
。
本
学
柔
道
部

か
ら
は
、
男
子
の
全
７
階
級
に

18
人
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。

　

60
キ
ロ
グ
ラ
ム
級
で
、
満

田
和
総
君
（
法
１
）、
73
キ
ロ

グ
ラ
ム
級
で
、
井
上
修
平
君

（
健
体
３
）、
90
キ
ロ
グ
ラ
ム

級
で
、
地
﨑
亮
祐
君
（
経
３
）

が
そ
れ
ぞ
れ
３
位
に
入
っ
た
。

　

ま
た
、同
大
会
で
３
位
に
入

っ
た
３
人
の
ほ
か
、80
キ
ロ
グ

ラ
ム
級
で
糸
井
滉
平
君（
法

２
）、１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
超
級

で
横
山
尭
世
君（
法
１
）の
５
人

の
選
手
が
、９
月
28
日（
土
）、29

日（
日
）に
日
本
武
道
館
で
行
わ

れ
る
平
成
25
年
度
全
日
本
学
生

柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会（
男

子
32
回 

女
子
29
回
・
全
日
本
学

生
柔
道
連
盟
・
朝
日
新
聞
社
主

催
）に
出
場
す
る
。

　卓球部の芦原真由さん（経２）が、福井県代表とし
て９月28日から東京都で開催される第68回国民体育大
会の卓球（成年女子）に出場する。
　この他、金山克哉氏（平８卒・104期文、平10修・
106期博前日文）が富山県代表成年女子の監督を、藤
本賢司氏（昭51卒・84期法Ⅱ）が大分県代表少年男子
の監督を務める。
　卓球は、９月29日（日）から10月５日（土）まで郷
土の森総合体育館（府中市）で行われる。

　

水
泳
部
は
、
８
月
３
日
か
ら

５
日
に
か
け
て
千
葉
国
際
総
合

水
泳
場
（
千
葉
県
習
志
野
市
）

で
行
わ
れ
た
第
86
回
関
東
学
生

選
手
権
水
泳
競
技
大
会
に
出
場

し
、
所
属
す
る
４
部
で
総
合
２

位
に
入
っ
た
。
２
位
以
上
の
チ

ー
ム
は
、
３
部
昇
格
と
な
る
た

選
手
と
と
も
に
入
場
す
る

坂
本
監
督

接
戦
制
し
て
勝
ち
点

東
都
１
部
秋
季
リ
ー
グ
開
幕

の
順
天
堂
大
学
に
快
勝
し
波
に

乗
る
本
学
、
第
３
戦
の
相
手
は

東
京
経
済
大
学
で
、
試
合
は
一

進
一
退
の
白
熱
し
た
試
合
と
な

っ
た
が
見
事
接
戦
を
制
し
た
。

続
く
第
４
戦
は
文
教
大
学
と
対

戦
し
、
同
大
学
を
４
対
１
で
破

し
、
決
勝
点
。
３
―
２
で
勝
ち

点
１
を
手
に
し
た
。

 

学
生
部
企
画「
強
化
部
会

 

応
援
ツ
ア
ー
」を
実
施

　

学
生
部
で
は
、
本
学
学
生
を

対
象
と
し
た
「
強
化
部
会
応
援

ツ
ア
ー
」
の
第
１
弾
と
な
る
東

都
大
学
野
球
開
幕
戦
の
観
戦
を

実
施
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
学
生
に
は
、「
大
学
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
本
学
が

得
点
を
挙
げ
る
と
、
ス
タ
ン
ド

で
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
マ
フ
ラ

ー
タ
オ
ル
が
揺
れ
動
い
て
い

た
。

筋
肉
の
力
を
機
械
を
使
っ
て
計
測

め
、
同
部
に
と
っ
て
初
の
昇
格

と
な
っ
た
。
２
０
０
メ
ー
ト
ル

フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
菅
原
孝
義
君

〔
経
ネ
２
〕・
山
口
遊
君
〔
健

体
１
〕・
真
弓
明
久
君
〔
神

文
２
〕・
福
田
優
哉
君
〔
健
体

４
〕）、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
フ
リ

ー
リ
レ
ー
（
真
弓
君
・
蜂
谷
友

樹
君
〔
経
ネ
１
〕・
菅
原
君
・

福
田
君
）
な
ど
で
１
位
に
入
っ

た
こ
と
が
、
初
の
昇
格
を
大
き

く
引
き
寄
せ
た
。
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